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最
近
、
読
書
し
て
ま
す
か
？

　

読
書
は
と
て
も
楽
し
く
、
心
を
豊
か
に

し
て
く
れ
ま
す
。
老
若
男
女
だ
れ
で
も
楽

し
め
る
〝
娯
楽
〟
と
い
う
だ
け
で
は
な
く

様
々
な
教
養
が
身
に
つ
き
ま
す
。

　

最
近
は
テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
等
の
メ

デ
ィ
ア
の
隆
盛
に
よ
り
「
本
を
読
む
機
会

が
少
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
方
が
多
い
か

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
読
書
に
よ
り
文

字
か
ら
風
景
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
は
脳

を
刺
激
し
て
活
性
さ
せ
、
こ
れ
は
テ
レ
ビ

や
映
画
な
ど
に
は
な
い
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
も
時
々
は
本
を

読
ん
で
あ
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
読

み
聞
か
せ
で
は
子
ど
も
た
ち
の
聞
く
力
を

育
て
、
こ
と
ば
か
ら
イ
メ
ー
ジ
す
る
力
を

育
て
ま
す
。
ま
た
、
本
に
対
す
る
興
味
を

持
つ
よ
う
に
な
り
読
み
手
と
聞
き
手
の
交

流
を
通
じ
て
他
人
と
の
接
し
方
な
ど
が
身

に
つ
き
ま
す
。

　

そ
ん
な
、
読
書
を
応
援
す
る
市
立
図
書

館
に
は
約
13
万
冊
の
本
が
あ
り
、
本
館
だ

け
で
年
間
延
べ
２
万
６
０
０
０
人
の
利
用

者
が
あ
り
ま
す
。
初
め
て
図
書
館
を
訪
れ

た
人
は
「
今
ま
で
図
書
館
を
利
用
し
な

か
っ
た
の
は
〝
も
っ
た
い
な
い
〟」
と
思

わ
ず
言
い
た
く
な
る
よ
う
な
、
明
る
い
館

内
で
す
。

　

本
館
だ
け
で
な
く
分
館
で
も
毎
月
一
回

は
読
み
聞
か
せ
会
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
た
ま
に
は
読
書
で
も
し
て
み
よ
う
か
」

と
思
わ
れ
た
方
は
、
ぜ
ひ
お
近
く
の
図
書

館
に
足
を
運
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

図
書
カ
ー
ド
を
作
っ
て
み
よ
う

　

市
立
図
書
館
は
、
本
館
の
ほ
か
に
５
つ

の
分
館
、
２
台
の
移
動
図
書
館
車
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
図
書
館
で
は
、
市
内
に

住
む
人
や
市
内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る

人
な
ど
は
無
料
で
本
な
ど
を
借
り
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
の
返
却
は
借
り
た
場
所
で
な

く
て
も
ど
こ
で
も
返
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

本
な
ど
を
借
り
る
に
は
利
用
カ
ー
ド
が

必
要
で
す
が
、
住
所
、
氏
名
が
確
認
で
き

る
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
の
場
で
す
ぐ
に
発

行
で
き
ま
す
。
な
お
、
こ
の
カ
ー
ド
は
本

館
、
分
館
、
移
動
図
書
館
車
の
い
ず
れ
で

も
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
本
を
探
せ
ま
す

　

本
な
ど
を
探
す
と
き
は
、
館
内
の
端
末

装
置（
パ
ソ
コ
ン
）や
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
が
便
利
で
す
。
本
の
有
無
や
貸
し
出
し

状
況
が
ご
自
身
で
手
軽
に
確
認
で
き
ま

す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
パ
ソ
コ
ン
が
苦
手
な
人
や

読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な
い
と
い
う
人

は
、気
軽
に
職
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

本
の
貸
し
出
し
予
約
も
で
き
ま
す

　

図
書
館
で
借
り
た
い
本
が
貸
し
出
し
中

の
場
合
、
本
の
貸
し
出
し
予
約
も
で
き
ま

す
。
図
書
館
の
職
員
に
声
を
お
か
け
く
だ

さ
い
。

図
書
館
車
で
も
本
が
借
り
れ
ま
す

　

移
動
図
書
館
車
「
が
ん
が
ら
ち
ゃ
ん
」

に
は
約
３
５
０
０
冊
の
本
が
あ
り
ま
す
。

　

職
員
が
厳
選
し
た
新
刊
な
ど
も
あ
り
ま

す
の
で
、
自
宅
の
近
く
に
来
た
際
に
は
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

行
程
に
つ
い
て
は
定
期
的
に
市
報
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

本は心の栄養源です　　　本村多可子

（ボランティアグループかみふうせん代表）
　「かみふうせん」は毎月第 1、第 3土曜日
に市立図書館で、午後2時から30分間程度、
絵本の読み聞かせや紙芝居等のボランティ
ア活動を行っています。
　現在「かみふうせん」には 9人のメンバー
が所属しており、市立図書館ばかりではな

く要望があれば、公民館などでも読み聞かせのボラン
ティアを行っています。
　活動の方針は「かみふうせん」結成以来変わることな
く「子どもたちに本好きになってもらう」です。
　子どもの身体が成長するためには様々な栄養素が必要
ですが、それと同じように子どもの心が成長するために
「読書」は欠かせない栄養分です。
　最近、世間には目を覆いたくなるような悲惨な事件が
多く、少年による犯罪も少なくありません。
　しかし、このような殺伐とした社会ですが、読書を多
くしている子どもたちの心には感動が「いっぱい」つまっ
ていて、優しい心があふれていると思います。
　もし、ものすごくイライラしたり何だか不安になった
時には1冊の本をじっくりと読んでみることをお勧めし
ます。1冊の本を読み終えた後に何とも言えない感動が
心を揺さぶり、心が鎮まったという経験は皆さんもきっ
とあると思います。
　市立図書館には、そんな心の栄養になる本がたくさん
あります。休日は図書館で一日ゆっくりと過ごしてみる
というのも楽しいと思います。
　最近は、テレビやインターネットなどのメディアの隆
盛による活字離れが叫ばれていますが、たまには、家族
みんなで読書三昧というのも良いかもしれません。図書
館に一度も足を運んだことのない方もぜひ、一度は遊び
に来てほしいと思います。

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
く
だ
さ
い

　

マ
ナ
ー
と
は
「
他
者
を
気
遣
う
」
と

い
う
気
持
ち
の
現
れ
で
あ
り
、
相
手
を

不
快
に
さ
せ
な
い
よ
う
個
人
個
人
が
考

え
を
巡
ら
し
て
行
動
す
る
行
為
で
す
。

　

図
書
館
は
、
多
く
の
人
が
利
用
し
て

い
ま
す
が
、
皆
が
気
持
よ
く
利
用
す
る

た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

図
書
館
を
利
用
す
る
時
に
は
、
あ
な

た
の
周
り
の
人
た
ち
が
気
持
ち
よ
く
読

書
が
で
き
る
よ
う
に
気
遣
っ
た
り
、
借

り
た
本
を
読
む
と
き
に
は
次
に
借
り
た

人
が
気
持
ち
良
く
読
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
に
大
切
に
取
り
扱
っ
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

図書館には毎週新刊を出しています移動図書館車の内部の様子
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　  読書は心の栄養源です！
図
書
館
に
行
こ
う
！

　

図
書
館
ま
で
来
ら
れ
な
い
方
々
の
た
め
に
、
車
両
に
本
棚
を
載
せ
図
書
を
収
め
た
移
動
図
書
館
車
や
５
か
所
の
分
館
な

ど
、
市
民
の
皆
様
が
読
書
を
楽
し
め
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
一
度
も
図
書
館
に
行
っ
た
こ
と

が
な
い
と
い
う
方
や
長
い
間
利
用
し
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
方
も
久
し
ぶ
り
に
図
書
館
に
足
を
運
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
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かみふうせんによる読み聞かせの様子
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み
聞
か
せ
な
ど

に
挑
戦
し
ま
し

た
。

　

ま
ず
最
初
に
、

図
書
館
の
仕
事

に
つ
い
て
の
説

明
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
図
書
館
の
本
は
長
持
ち
さ
せ

る
た
め
に
フ
ィ
ル
ム
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
さ

れ
て
い
ま
す
。
体
験
で
は
、
家
に
あ
る
本

を
持
っ
て
き
て
も
ら
い
、
自
分
で
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
か
け
ま
し
た
。

　

カ
ウ
ン
タ
ー
で
の
貸
出
・
返
却
で
は
緊

張
し
な
が
ら
も
、「
こ
ん
に
ち
は
」
と
大

き
な
声
で
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
バ
ー
コ
ー

ド
の
読
み
取
り
を
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
の
画

面
に
次
々
と
表
示
さ
れ
る
文
字
に
お
ど
ろ

き
な
が
ら
も
、
一
冊
ず
つ
て
い
ね
い
に
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
棚
の
整
頓
で
は
、
返
却
さ
れ
た
本
を

も
と
の
場
所
に
戻
し
ま
す
。
二
人
は
図
書

館
の
本
は
決
め
ら
れ
た
順
番
で
並
ん
で
い

る
こ
と
に
驚
き
。
背
表
紙
の
ラ
ベ
ル
や
書

い
た
人
の
名
前
を
見
な
が
ら
、
一
冊
ず
つ

し
ま
う
場
所
を
探
し
ま
す
。

　
「
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
の
受
付
が
楽
し

か
っ
た
」「
本
を
並
べ
る
順
番
が
細
か
く

決
ま
っ
て
い
て
む
ず
か
し
か
っ
た
」
と
感

想
を
述
べ
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
少
し
緊
張
気
味
の
２
人
で
し

た
が
、
体
験
終
了
時
に
は
司
書
の
仕
事
を

楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

　

市
立
図
書
館
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
図

書
館
の
仕
事
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
そ
の

役
割
や
仕
組
を
理
解
し
て
本
に
興
味
を

も
っ
て
も
ら
お
う
と
、
定
期
的
に
司
書
体

験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
28
日
、
香
月
小
学
校
の
今
村
聖

ひ
じ
り

さ
ん
と
泰
野
小
学
校
の
日
髙
香
緒
里
さ
ん

が
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
の
貸
出
・
返
却
や
本

の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
絵
本
・
紙
芝
居
の
読

本
は
市
民
の
大
切
な
財
産
で
す
！

　

図
書
館
は
決
し
て
重
苦
し
い
イ
メ
ー
ジ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
明
る
く
」「
親
し
み

や
す
い
」
役
に
立
つ
施
設
で
す
。

　

皆
さ
ん
に
気
楽
に
利
用
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
様
々
な
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
毎
日
、
多
く
の
方
に

利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
最
近

図
書
館
の
本
の
利
用
に
つ
い
て
マ
ナ
ー
違

反
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

あ
な
た
が
読
ん
だ
本
は
次
の
人
に
も

「
気
持
よ
く
読
ん
で
も
ら
お
う
」
と
い
う

気
持
ち
を
持
っ
て
次
の
こ
と
に
気
を
付
け

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

■
本
は
期
限
内
に
返
す

　

新
刊
な
ど
は
特
に
多
く
の
人
が
読
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
読
み
終
わ
っ
た
ら

速
や
か
に
本
館
、
分
館
、
移
動
図
書
館
車

に
返
却
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
落
書
き
を
し
な
い

　

ク
イ
ズ
の
本
や
資
料
な
ど
は
特
に
落
書

き
が
目
立
ち
ま
す
。
小
さ
な
お
子
様
の
い

ら
っ
し
ゃ
る
家
庭
で
は
、
本
は
子
ど
も
の

手
の
届
か
な
い
場
所
に
置
き
ま
し
ょ
う
。

■
汚
れ
そ
う
な
場
所
に
お
か
な
い

　

台
所
な
ど
の
水
回
り
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
最
近
は
室
内
で
ペ
ッ
ト
を
飼
わ
れ
る

方
も
多
く
、
本
が
破
れ
て
帰
っ
て
く
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

司書体験で返却された本の整理整頓をする二人

本は皆の財産です！大切にしましょう！
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   図書館へ行こう！
司
書
体
験
を
し
ま
し
た

　本　館	 　志布志分館
	 　香月分館
	 　安楽分館
	 　松山分館（やっちくふれあいセンター内）
	 　有明分館（農村環境改善センター内）

　　	 　（全てオンラインで結ばれています）
■開館時間　9:00 ～ 18:00（松山 ･有明分館を含む 5分館は 17 時に閉館します。）
■休館日　毎週月曜日（祝日の場合は翌日）　毎月第３水曜日（祝日の場合は翌日）
　　　　　年末年始（12 月 29 日～ 1月 3日まで）
■貸出冊数　1人 10 冊まで（本館 ･各分館 ･移動図書館車を含む図書館全館で）
■貸出期限　15 日間
※図書（本）の貸出 ･返却は、本館 ･分館 ･移動図書館車を問わずどこでもできます。分館が閉館のときは、図書
　返却ポストをご利用ください。（返却ポストは、本館･松山分館･有明分館・志布志支所の入口に設置してあります。）
■利用方法　図書資料（本）を借りるには図書館利用者カードが必要です。事前に必ず利用者カードの申し込みを
してください。（申し込みには、免許証 ･保険証等の住所 ･氏名等を確認できるものが必要です）
※利用者カードは、全館（本館 ･各分館 ･移動図書館車）で使用できます。
※利用者カードは、市内にお住まいの方、または市内に通勤･通学する方が作成できます。
※市立図書館では、図書（本）の貸出のほか、図書館職員やボランティアグループによる読み聞かせ会や図書館まつ
　りなど、年間を通していろんな事業や催し物を実施しています。

移動図書館車
『がんがらちゃん』

移動図書館車
　　『きみまろ号」

図書館の利用方法は次のとおりです

市立図書館ではこのような本が読まれています

児童の部
1、かいけつゾロリあついぜ！ラーメンたいけつ
　　　　　　　　　　　　　　　原ゆたか　さく・え
2、かいけつゾロリのまほうつかいのでし　　〃
3、かいけつゾロリのめいたんていとうじ　　〃
4、かいけつゾロリのきょうふのカーニバル　〃
5、かいけつゾロリのきょうふの宝さがし　　〃

一般の部
1、東京タワー		  リリーフランキー　著
2、陰日向に咲く	 劇団ひとり　著
3、鈍感力　　　　　	 渡辺淳一　著
4、手紙　　　　　　	 東野圭吾　著
5、間宮兄弟　　　　	 江国香織　著

絵本の部
1、ミッケ　　　　　　　　ウォルター・ウィック　著
2、ポケットモンスター　　　　河井常吉　著
3、おつきさまこんばんは　　　林明子　著
4、となりのせきのますだくん　武田美穂　著
5、仮面ライダー電王　　　　　てれびくん　著

ジュニアの部
1、ハリーポッターと謎のプリンス（上）・（下）
　　　　　　　　　　　  　　ＪＫローリング　著
2、ザ・ドラえもんズ　　　　藤子・Ｆ・不二雄
3、赤ちゃんと僕　　　　　　羅川真里茂　著
4、ちびまる子ちゃん　　　　さくらももこ　著
5、ドラゴンラージャ　　　　イ・ヨンド　著



■問い合わせ先　志布志市立図書館 　Tel 472-3322　URL=http://www.shibushicity-lib.jp

図 書 館

情

報
■休館日（休館日は本館及び各分館・移
　動図書館車の全てが休みになります）
○ かみふうせん読み聞かせ会	 14 時〜
○ 本館読み聞かせ会	 14 時～

毎月２３日は「子どもといっしょに読書の日」

新刊案内
■「優しい悪魔」　垣谷　美雨　著

　禁煙にチャレンジし続けて
20 年。もうあきらめるべきな
のか・・・、いいやいつの日かきっ
と成功してみせる！カフェの禁
煙席で優雅に微笑む日を夢見る
ヘビースモーカーおばさん・岩
﨑佐知子の挑戦の日々を描いた
禁煙奮闘小説。

■「ぼくは落ち着きがない」　長嶋　有　著
　人って、生きにくいものだ。
みんなみんな、本当の気持ちを
言っているのかな？不恰好なが
ら何者にもかえがたい輝きを放
つ文科系少年少女の学園生活を
描いた、面白不思議学園小説。
「本が好き！」連載を書籍化。

  図書館へ行こう！

今月のテーマ図書
「調べ学習」

各分館の読み聞かせ会
■香月分館　8月22日（金）	 午前10時30分～　読み聞かせ＆工作会
■有明分館　8月23日（土）	 午前10時～
　　　　　　読み聞かせ会＆映写会（改善センター内）
■松山分館　8月23日（土）	 午後  2時～	
　　　　　　読み聞かせ会（やっちくふれあいセンター内）
■安楽分館　8月26日（火）	 午後  2時～	 読み聞かせ＆腹話術

今月のテーマ図書
「ヤングアダルト」

6

土

休館日カレンダー（本館）

September　9 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
7 8 9 10 11 12 13

August　8 月
日 月 火 水 木 金
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

14 15 16 17 18 19 20○

○

○
○

　

大
隅
地
域
４
市
５
町
で
構
成
す
る
大

隅
総
合
開
発
期
成
会
で
は
、
大
隅
地
域
の

物
流
・
交
流
拠
点
と
な
っ
て
い
る
志
布
志

港
と
、
上
海
フ
ェ
リ
ー
「
蘇
州
号
」
及
び

「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」
の
利
用
促
進
を
図
る

た
め
の
助
成
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
申
込
方
法　

電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申

し
込
み
い
た
だ
く
か
、
直
接
市
役
所
（
本

庁
及
び
各
支
所
）
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
）

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

●
志
布
志
市
役
所　

企
画
政
策
課　

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
５
４
）

　

Fax
４
７
４
ー
２
２
８
１

●
松
山
支
所　

地
域
振
興
課

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
３
２
１
）

●
志
布
志
支
所　

地
域
振
興
課

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
３
３
５
）

（
※
蘇
州
号
ツ
ア
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
昨

年
参
加
さ
れ
た
方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
）

　

「さんふらわあ」で行く
　　　　　大阪・京都の旅（３泊４日）

●応募資格　志布志市内に居住する 18 歳以上で独立し
　　　　　　た生計を営む方
●募集人員　11 人
　※大隅地域の各市町から計 80 人募集します。
●参加費用　29,804 円
　※旅行費用 49,804 円のうち 20,000 円を助成します。
●応募締切　８月 25 日（月）
●旅行日程　平成 20 年 9月 25 日（木）～ 28 日（日）
　※全食事付き、観光付き（なんばグランド花月、金
　　閣寺、清水寺ほか）、新阪急ホテル利用

上海フェリー「蘇州号」助成ツアー（4泊5日）
●応募資格　志布志市内に居住する 18歳以上で独立し
　　　　　　た生計を営む方
●募集人員　8人
　※大隅地域の各市町から計 60 人募集します。
●参加費用　57,000 円※1

　※総額 84,000 円のうち 27,000 円を助成します。
　※パスポート費用は含みません。
●応募締切　8月 25 日（月）
●旅行日程　平成 20 年 10 月 25 日（土）～ 29 日（水）
　※全食事付き、観光付き（上海雑技団ほか）、４つ星
　　ホテル利用

31

市内（志布志町）出身の童話作家「みづしま志穂先生」の作品コーナーを設けて貸出を行っています。皆さんた
くさん読んでください。

マラソン交流大会

平成 20年 10 月 26 日（日）
志布志運動公園陸上競技場

第 4回　

同時開催！
インターネットからも申込できます。
http://runnet.jp/
http://www.sportsentry.ne.jp/

申し込み期限　9月 10 日（水）必着

種目 ファミリーコース 3k　5k　10k ハーフマラソン

参加料 2人で 2,000 円
1人増すごとに500円

高校生以下 1,500 円
　一　般　 2,000 円

　一　般　 3,000 円

■問い合わせ先　ねんりんピック鹿児島2008志布志実行委員会事務局
　　　　　　　　℡474-1111（内線175）　Fax 474-2281
　　　　　　　　E-mail:nenrinpikku@city.shibushi.lg.jp ゲストランナー

浅井えり子さん

かみふうせんまつり賑わう
　昨年に引き続き、今年もボランティアグループ「かみふ
うせん」主催（市立図書館共催）による第 3回かみふう
せんまつりが市立図書館で 7月 5日に開催されました。
　まつりでは、かみふうせんによる絵本の読み聞かせや人
形劇、図書館職員による大型絵本や童謡演舞など、子ども
たちは楽しいひと時を過ごしました。
　毎月第 1･3 土曜日はかみふうせんによる読み聞かせ会、
第 4土曜日は図書館による読み聞かせ会を行っています。
時間はいずれも午後 2時からです。

※ 1　燃油サーチャージ等、航空会社の都合により旅行代金が増額になる場合があります。増額分につきましては、旅行者の負担と	 	
	 なりますので、ご了承ください。（蘇州号のみ）
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■問い合わせ先　市役所企画政策課　℡ 474-1111（内線 254）
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万
一
に
備
え
て
水
難
救
助
訓
練

　

７
月
17
日
、
志
布
志
港
旅
客
船
埠
頭
で

大
隅
曽
於
地
区
消
防
組
合
に
よ
る
水
難
救

助
（
潜
水
）
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
外
国
船
籍
の
ヨ
ッ
ト
の
乗
員

が
夜
間
海
中
に
転
落
、
行
方
不
明
に
な
っ

た
と
の
想
定
で
行
わ
れ
、
志
布
志
警
察
署

や
志
布
志
海
上
保
安
署
等
の
機
関
も
見
守

る
な
か
、
南
部
消
防
署
員
の
潜
水
士
７
人

が
捜
索
訓
練
の
た
め
に
海
中
に
飛
び
込
み

ま
し
た
。

　

は
し
ご
車
や
レ
ス
キ
ュ
ー
車
な
ど
の
ほ

か
海
上
保
安
庁
の
「
は
つ
ぎ
く
」
も
参
加

し
た
本
格
的
な
訓
練
に
、
仮
屋
正
文
消
防

長
は
「
志
布
志
港
は
多
く
の
船
が
入
港
し

て
い
ま
す
。
万
一
の
際
は
今
日
の
訓
練
を

生
か
し
て
い
き
た
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。
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県
中
体
連
柔
道
で
志
布
志
中
が
活
躍

　

７
月
22
日
、
鹿
児
島
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ

れ
た
県
中
体
連
柔
道
競
技
の
団
体
戦
で
志

布
志
中
学
校
柔
道
部
が
準
優
勝
し
ま
し

た
。
ま
た
、
翌
23
日
に
行
わ
れ
た
個
人
戦

で
は
、
前
田
力
丸
さ
ん
（
写
真
右
か
ら
２

人
目
）
と
溝
口
恵
人
さ
ん
（
写
真
右
か
ら

４
人
目
）
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。

　

同
柔
道
部
は
６
人
と
い
う
少
な
い
部
員

で
、毎
日
厳
し
い
稽
古
を
積
ん
で
い
ま
す
。

　

同
柔
道
部
は
、
8
月
6
日
か
ら
大
分
県

で
行
わ
れ
た
九
州
中
学
校
柔
道
大
会
の
団

体
戦
と
個
人
戦
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
田
さ
ん
と
溝
口
さ
ん
は
８
月

22
日
か
ら
石
川
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
中

学
校
柔
道
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

大会での活躍を誓って市長と記念写真

ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
を
開
催

　

７
月
21
日
、
尾
野
見
校
区
の
サ
ン
サ
ン

広
場
の
１
㌶
の
ひ
ま
わ
り
が
満
開
の
な

か
、
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
約

３
０
０
人
の
市
民
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
は
「
お
お
の

み
会
」
と
市
衛
生
自
治
会
が
、
協
賛
し
て

行
っ
た
も
の
で
、
お
お
の
み
会
が
土
づ
く

り
か
ら
大
切
に
育
て
た
ひ
ま
わ
り
畑
で
、

集
ま
っ
た
市
民
の
方
は
ひ
ま
わ
り
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
全
身
で
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
マ
イ
コ
ッ
プ
を
も
っ
て
会
場
に

集
ま
っ
た
方
に
は
か
き
氷
や
ジ
ュ
ー
ス
の

サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
、
何
回
も
お
代
り
を
す

る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
行
わ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
か
く
れ
ん

ぼ
で
は
炎
天
下
の
も
と
子
ど
も
た
ち
は
元

気
に
競
技
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

スポーツかくれんぼなどでひまわりを楽しみました

平
成
の
名
水
認
定
書
交
付

　

６
月
25
日
、東
京
都
の
「
大
正
記
念
館
」

で
平
成
の
名
水
認
定
書
交
付
式
が
あ
り
、

本
田
市
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
水
環
境
保
全
の
一
層
の
推
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
60
年
に
選

定
し
た「
名
水
百
選
」に
加
え
、
新
た
な
名

水
「
平
成
の
名
水
百
選
」
に
志
布
志
市
の

普
現
堂
湧
水
源
が
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

　

会
に
先
立
ち
、
鴨
下
大
臣
が
名
水
の
試

飲
を
行
い
、
志
布
志
の
水
も
試
飲
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
の
認
定
は
、
地
域
の
方
々
の

保
全
活
動
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
な

要
因
で
す
。
こ
の
き
れ
い
な
水
を
後
世
に

残
し
て
い
く
た
め
に
、
合
併
浄
化
槽
の
設

置
や
集
落
排
水
の
加
入
等
、
生
活
排
水
が

水
資
源
を
汚
染
し
な
い
よ
う
に
皆
さ
ま
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

名水認定を手にする本田市長と鴨下環境大臣

三
世
代
稚
魚
放
流

　

７
月
20
日
、
香
月
校
区
公
民
館
主
催
の

恒
例
行
事
「
三
世
代
稚
魚
放
流
」
が
行
わ
れ
、

香
月
小
学
校
の
１
年
生
と
そ
の
保
護
者
、
学

校
関
係
者
、
生
き
が
い
大
学
香
月
学
級
等
の

１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

バ
ス
４
台
で
潤
ケ
野
小
学
校
近
く
に
あ
る
前

川
の
キ
ャ
ン
プ
場
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
場
で
は
、
楠
田
養
鰻（
有
）か

ら
提
供
の
あ
っ
た
ウ
ナ
ギ
約
20
㌔
を
一
匹

ず
つ
バ
ケ
ツ
に
移
し
て
放
流
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
小
学
生
の
佐
藤
友
紀
さ
ん
と
お

姉
さ
ん
の
文
音
さ
ん
、
母
親
、
祖
母
の
三

世
代
４
人
で
放
流
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

参
加
者
は
次
々
と
放
流
を
行
い
、
そ
の
ま

ま
川
遊
び
を
行
い
、
び
っ
し
ょ
り
に
な
り

な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

三世代で仲良く放流を行いました

瑞宝双光章を授与

　長年、県内の小学校で教育に携わり、
数多くの児童の学力向上に尽力された
故中萩一郎さんに瑞宝双光章が授与さ
れました。７月４日、中萩さんのご子
息の中萩知治さんが市役所を訪れ本田
市長から伝達を受けました。
　中萩さんは、昭和 21 年に教職に就
き、昭和 63 年の退職までの間、児童
の教育はもとより教育施設や教育環
境の整備などに尽力されました。長
い間の尽力ありがとうございました。

中萩知治野神小学校校長が伝達を受けました

防犯協会から感謝状

　志布志地区防犯協会事務局長とし
て、13 年間活躍された山口義輝さ
ん（志布志町志布志）が感謝状を受
けました。
　山口さんは、志布志警察署と協力
し、地域安全活動の啓発普及等を積
極的に推進し、安全で安心な地域づ
くりに貢献されました。
　７月 1 日、山口さんは市役所で
本田市長から感謝状を手渡されると
「今後も様々な形で防犯活動は行っ
ていきたい。長い間ありがとうござ
いました」と述べました。

山口義輝さんに感謝状が贈られました

オオガハスが咲きました

　西光保育園で古代のハスといわれ
る「オオガハス」が、鮮やかな淡い
ピンクの花を咲かせました。
　このオオガハスは、保育園内の手
作りの栽培用の池で毎年きれいな花
を咲かせています。
　1つの花は年間に 3日間位しか咲
かず、午後には閉じてしまいます。
今年は 6 月中旬に 1 つの花が咲き
ましたが、その後はなかなか咲きま
せんでした。7月末に数個の花が咲
き、園児の目を楽しませました。

オオガハスの開花を喜ぶ子どもたち

ラジオ放送のご案内

ねんりんピック鹿児島 2008
～素晴らしき人生の達人たち～

南日本放送（11 月 1日まで）

毎週土曜日　10:25 ～ 10:35

悪天候のなか海中に飛び込む隊員

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
　
　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

７
月
２
日
、
志
布
志
運
動
公
園
ふ
れ
あ

い
広
場
で
、
１
２
８
チ
ー
ム
、
６
４
０
人

が
参
加
し
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
ふ

れ
あ
い
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

運
動
の
趣
旨
説
明
や
法
務
大
臣
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
等
の
後
、
競
技
が
始
ま

り
、
暑
い
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
さ
れ
、
白
熱

し
た
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

競
技
終
了
後
、
志
布
志
警
察
署
員
に
よ

る
寸
劇
も
披
露
さ
れ
、
笑
い
や
歓
声
に
包

ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
料
に
つ
い
て

は
全
額
、
鹿
児
島
県
更
生
保
護
協
会
に
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。
心
温
ま
る
寄
附
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

開会式で目録を寄贈しました
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右のＦＭ局で好評放送中です。

夢
講
和
で
素
直
な
心
を
学
ぶ

　

７
月
３
日
、
志
布
志
中
学
校
で
夢
講
和

（
進
路
指
導
講
話
）
が
行
わ
れ
、
国
際
戦

略
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
の
北
山
邦
子
さ
ん
が

「
夢
に
向
か
っ
て
は
ば
た
こ
う
」
と
題
し

て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

北
山
さ
ん
は
、
志
布
志
市
在
住
で
日
本

人
初
の
国
際
線
ク
ル
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ

た
ほ
か
、
イ
ギ
リ
ス
在
住
中
に
は
英
語
の

速
記
者
、
会
議
通
訳
な
ど
を
さ
れ
、
帰
国

後
に
は
各
種
セ
ミ
ナ
ー
等
で
講
師
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

講
演
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
「
素
直
な

心
を
持
ち
な
さ
い
」
と
自
身
の
苦
労
や
経

験
を
分
か
り
や
す
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
年
生
の
中
山
翔
太
さ
ん
は
「
こ
れ
か

ら
親
や
先
生
の
言
う
こ
と
を
素
直
に
聞
く

よ
う
に
し
た
い
」と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

小
規
模
校
の
集
合
学
習

　

７
月
２
日
、
森
山
小
学
校
に
潤
ケ
野
小

学
校
、
八
野
小
学
校
、
森
山
小
学
校
、
田

之
浦
小
学
校
の
3
・
４
年
生
が
集
ま
り
、

集
合
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
児
童
と
関
わ
る
こ
と
で
、
集
団

の
中
で
自
分
の
役
割
を
果
た
し
、主
体
性
・

協
調
性
・
責
任
感
等
を
育
て
よ
う
と
例
年

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

体
育
館
で
行
わ
れ
た
交
歓
会
で
は
、
子

ど
も
た
ち
が
各
学
校
の
紹
介
を
行
い
、
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
で
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。
授
業
や
合
同
学
習
な
ど
で
、
普
段
は

で
き
な
い
体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

潤
ケ
野
小
学
校
４
年
の
池
田
良
大
さ
ん

は
「
人
数
が
多
く
て
楽
し
い
。
サ
ッ
カ
ー

と
か
し
て
み
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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親
子
で
水
泳
対
決　

尾
野
見
小

　

7
月
11
日
、
尾
野
見
小
学
校
で
親
子
水

泳
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
学
年
ご
と
の
競
技
の
終
了
後
に
親
子

で
の
水
泳
対
決
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち

の
チ
ー
ム
と
保
護
者
８
人
に
よ
る
チ
ー
ム

と
の
リ
レ
ー
対
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
た
め
に
、
同
小
の
プ
ー
ル
は

夕
方
5
時
か
ら
7
時
ま
で
開
放
さ
れ
、
出

場
す
る
保
護
者
は
約
一
週
間
練
習
を
重
ね

ま
し
た
。
リ
レ
ー
で
は
、
昔
取
っ
た
杵き

ね
づ
か柄

で
保
護
者
チ
ー
ム
が
大
差
を
つ
け
て
勝
利

し
ま
し
た
。

　

リ
レ
ー
に
参
加
し
た
保
護
者
の
坂
元
和

彦
さ
ん
は
「
年
齢
を
感
じ
ま
す
。
で
も
、

子
ど
も
た
ち
が
練
習
を
し
て
速
く
な
っ
て

い
く
の
は
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
息
を
切

ら
せ
な
が
ら
話
し
て
い
ま
し
た
。

親の存在感を見せつけた親子対決

歌
声
コ
ン
ク
ー
ル

　

７
月
３
日
、
野
神
小
学
校
で
行
わ
れ
た

歌
声
コ
ン
ク
ー
ル
に
「
国
際
青
少
年
音
楽

祭
２
０
０
８
」
に
出
演
す
る
た
め
滞
在
中

の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手

の
サ
ー
ニ
ャ
・
キ
ョ
ウ
さ
ん
が
審
査
や
歌

声
指
導
を
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
同
小
児
童
全
員
の
合

唱
「
わ
に
な
っ
て
お
ど
ろ
う
」
の
ほ
か
、

各
学
年
ご
と
に
練
習
し
た
歌
声
を
披
露
し

ま
し
た
。
ま
た
、
最
後
に
隣
接
す
る
野
神

保
育
所
の
園
児
も
か
わ
い
い
歌
声
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

講
評
で
サ
ー
ニ
ャ
さ
ん
は
「
野
神
小
学

校
で
は
と
て
も
音
楽
に
力
を
入
れ
て
い
る

と
感
じ
ま
し
た
。
体
全
体
で
歌
を
表
現
し

て
い
て
素
晴
ら
し
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

サーニャさんも審査員に加わってのコンクール

ウ
ナ
ギ
を
前
川
に
放
流

　

7
月
15
日
、
前
川
で
八
野
小
学
校
11
人

の
児
童
と
、地
元
老
人
ク
ラ
ブ
「
千
歳
会
」

の
交
流
を
目
的
に
、
ウ
ナ
ギ
約
１
５
０
匹

の
放
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

放
流
し
た
ウ
ナ
ギ
は
、
生
後
１
年
程
の

も
の
で
、
体
長
は
30
㌢
か
ら
40
㌢
の
大
き

さ
で
し
た
。
初
め
て
ウ
ナ
ギ
を
触
る
子
ど

も
も
多
く
、
恐
る
恐
る
ウ
ナ
ギ
を
触
っ
て

い
ま
し
た
が
、
泳
ぐ
姿
を
見
て
「
元
気
に

育
っ
て
ね
」
と
声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

放
流
後
に
、
児
童
代
表
の
池
元
涼
さ
ん

と
飛
松
春
香
さ
ん
が
「
今
回
の
放
流
を

き
っ
か
け
に
、
川
を
綺
麗
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
」
と
千
歳
会
に
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
千
歳
会
か
ら
大
玉
の
ス
イ
カ

も
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

ト
ラ
フ
グ
の
稚
魚
を
放
流

　

７
月
10
日
、
夏
井
漁
港
で
ト
ラ
フ
グ
の

稚
魚
の
放
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
放

流
は
、
水
産
資
源
の
保
護
を
目
的
に
20
年

程
前
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

放
流
に
は
、
海
や
魚
に
親
し
ん
で
も
ら

お
う
と
松
山
地
区
の
保
育
園
児
約
50
人
も

参
加
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
体
長

５
㌢
程
の
稚
魚
を
波
打
ち
際
ま
で
運
び

「
大
き
く
な
っ
て
ね
」
な
ど
と
声
を
か
け

な
が
ら
海
に
放
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ト
ラ
フ
グ
の
稚
魚
は
1
年
後
に
は

30
セ
ン
チ
前
後
ま
で
成
長
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

放
流
を
し
た
福
元
魁か

い
せ
い政

ち
ゃ
ん（
５
歳
）

は
「
楽
し
か
っ
た
。
魚
は
ピ
カ
ピ
カ
し
て

か
わ
い
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

千歳会の指導でウナギを放流する八野小学校の児童

子どもたちは一斉に稚魚を放流しました
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田
ん
ぼ
の
生
き
物
調
査
２
０
０
８

　

７
月
19
日
、
森
山
小
学
校
周
辺
の
水
田
や

森
山
川
の
生
き
物
の
調
査
を
水み

ど

り
土
里
ネ
ッ
ト

鹿
児
島
の
指
導
の
も
と
、
同
小
学
校
の
子
ど

も
た
ち
や
保
護
者
等
が
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
水
田
や
用
排
水
路
は
、
農
業

生
産
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
魚
等
の
生
物

の
生
息
・
生
育
の
場
で
す
。
こ
の
調
査
は
、

こ
れ
ら
の
実
態
把
握
を
行
う
も
の
で
す
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
水
質
検
査

を
行
っ
た
後
、
普
段
見
慣
れ
た
水
田
の

畦あ
ぜ
み
ち道
や
川
の
中
に
い
る
魚
や
昆
虫
を
捕
ま

え
ま
し
た
。
体
育
館
で
行
わ
れ
た
調
査
結

果
報
告
で
は
、水
土
里
ネ
ッ
ト
の
職
員
が
、

こ
の
日
採
集
し
た
生
物
の
説
明
を
行
い
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
小
学
校
周
辺
に

多
く
の
種
類
の
生
物
が
い
る
こ
と
に
驚
い

て
い
ま
し
た
。

山
越
え
海
水
浴
に
挑
戦

　

７
月
21
日
、
海
の
日
に
潤
ケ
野
小
学
校

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
「
山
越
え
海
水
浴
」
が

１
０
８
人
の
参
加
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
昔
、
潤
ヶ
野
の
人
た
ち

が
農
閑
期
に
海
ま
で
歩
い
て
行
き
、
魚
や

貝
を
と
っ
て
遊
ん
だ
こ
と
に
由
来
し
て
お

り
、
20
年
以
上
続
い
て
い
ま
す
。

　

海
に
到
着
す
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
、

元
気
に
海
水
浴
や
ゲ
ー
ム
を
し
て
楽
し
み

ま
し
た
。
ま
た
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
囲
ん

で
楽
し
い
会
話
も
は
ず
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
か
ら
十
数
年
前
に
児
童
と
し
て
参
加

し
た
同
校
の
坂
口
広
美
指
導
補
助
教
員
は

「
今
ま
で
続
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
驚

き
ま
し
た
。
た
だ
、
昔
は
舗
装
さ
れ
て
い

な
い
道
路
で
し
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

7.8km の山道を約 2 時間かけて歩きました

生徒に熱いメッセージを送る北山先生

複式ではなく各学年で授業を受ける子どもたち

森山川の生き物も調査しました
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N
e
w

s

ひ
ま
わ
り
券
で
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

六
反
田
善
吉
さ
ん
は
マ
イ
ロ
ー
ド
ク

リ
ー
ン
大
作
戦
で
月
に
５
、６
回
、
松
山

支
所
付
近
の
自
宅
か
ら
小
学
校
周
辺
の
ご

み
を
拾
っ
て
い
ま
す
。

　

六
反
田
さ
ん
は
こ
の
よ
う
な
活
動
を
す

る
こ
と
で
も
ら
え
る
地
域
通
貨
「
ひ
ま
わ

り
券
」
を
１
年
以
上
か
け
て
集
め
た
も
の

を
37
枚
の
ハ
ン
カ
チ
に
交
換
し
ま
し
た
。

　

７
月
17
日
、
松
山
小
学
校
で
１
・
２
年

生
の
児
童
に
こ
の
ハ
ン
カ
チ
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
ク
リ
ー

ン
大
作
戦
の
ほ
か
街
頭
立
哨
等
で
い
つ
も

見
守
っ
て
い
る
六
反
田
さ
ん
か
ら
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
大
変
喜
び
ま
し
た
。

　

六
反
田
さ
ん
は
「
券
が
集
ま
っ
た
の
で

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
次
は
全
校
生
徒

に
贈
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ハンカチで子どもたちに六反田さんの志を伝えました

ダ
グ
リ
海
水
浴
場
の
ご
み
拾
い

　

７
月
５
日
、
株
式
会
社
サ
ン
コ
ー
の
社

員
85
人
が
、
ダ
グ
リ
海
水
浴
場
の
ご
み
拾

い
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
海
開
き
を
前
に
、
海
水
浴
場

を
訪
れ
た
人
に
気
持
ち
よ
く
楽
し
ん
で
も

ら
お
う
と
行
っ
た
も
の
で
、
近
く
の
ボ
ル

べ
リ
ア
ダ
グ
リ
で
決
算
総
会
等
を
済
ま
せ

た
後
、
全
員
ご
み
袋
を
手
に
砂
浜
や
そ
の

周
辺
の
ご
み
を
拾
い
ま
し
た
。

　

一
時
間
ほ
ど
の
活
動
が
終
わ
る
こ
ろ
に

は
た
く
さ
ん
の
ご
み
袋
が
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

木
村
増
雄
代
表
取
締
役
は
「
地
域
貢
献

の
一
環
と
し
て
会
社
周
辺
の
ご
み
拾
い
は

し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
活

動
も
続
け
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

社員全員でごみ拾いを行いました

教
職
員
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　

７
月
29
日
、
市
役
所
と
な
り
改
善
セ
ン

タ
ー
で
第
６
回
教
職
員
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
座
が
行
わ
れ
、
市
内
の
小
中
学
校
の

教
諭
等
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
主
催
で
行
わ
れ

た
こ
の
講
座
は
、
児
童
・
生
徒
等
が
よ
り

一
層
福
祉
に
対
し
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら

い
、
学
校
ぐ
る
み
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
輪
が
広
が
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
た

も
の
で
、
事
例
発
表
な
ど
の
ほ
か
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
講
義
等
や
障
害
者
・

高
齢
者
疑
似
体
験
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

障
害
者
体
験
で
車
イ
ス
体
験
を
し
た
恩

田
由
起
子
教
諭
は
「
押
し
て
も
ら
う
の
は

怖
か
っ
た
で
す
。
こ
の
よ
う
な
体
験
が
で

き
て
良
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
体
験
試
乗
会

　

７
月
21
日
、
真
夏
日
の
宮
田
山
で
の
パ

ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
見
学
・
体
験
試
乗
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
台
風
の
影
響
で
あ
い
に
く

の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し
た
が
、
モ
ー

タ
ー
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
や
宮
田
山
山
頂
か

ら
の
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
飛
行
と
着
陸
の
デ

モ
フ
ラ
イ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
後
か

ら
は
宮
田
山
に
ク
ラ
ブ
員
と
見
学
者
が
共

に
上
が
り
、
ク
ラ
ブ
員
の
フ
ラ
イ
ト
や
二

人
乗
り
体
験
試
乗
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
が
見
学
に
見
え
、
市
外
か
ら

も
15
人
の
来
場
が
あ
り
、
11
人
の
方
が
二

人
乗
り
体
験
試
乗
を
し
ま
し
た
。

　

山
頂
は
景
色
が
よ
く
皆
さ
ん
め
ず
ら
し

い
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
を
身
近
で
見
ら
れ
た

と
、
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

車イス体験では普段は何気ない段差も大きな障害に…

パグライダーの体験試乗の様子

曽
於
地
区
操
法
大
会
で
優
勝

　

７
月
20
日
、
曽
於
市
大
隅
町
で
、
曽
於

地
区
操
法
大
会
が
行
わ
れ
志
布
志
市
か
ら

も
６
つ
の
分
団
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

操
法
大
会
は
、
火
災
消
火
を
想
定
し
た

基
本
操
作
の
訓
練
で
、
給
水
か
ら
放
水
、

撤
収
ま
で
を
行
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
大
会
に
向
け
て
出
場
し
た
６
つ
の

分
団
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
が
終
わ
っ

て
か
ら
、
各
分
団
ご
と
に
集
ま
り
練
習
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

炎
天
下
で
行
わ
れ
た
同
大
会
で
は
、
田

之
浦
分
団
が
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
優
勝
し
ま
し
た
。

　

田
之
浦
分
団
は
、
８
月
28
日
に
日
置
市

で
開
催
さ
れ
る
県
操
法
大
会
に
出
場
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

全
国
建
具
展
示
会
で
入
賞

　

６
月
13
日
か
ら
15
日
に
か
け
て
北
海
道

函
館
市
で
、
第
42
回
全
国
建
具
展
示
会
が

開
催
さ
れ
、
市
内
の
佐
藤
建
具
ふ
す
ま
店

の
作
品
「
腰
付
き
猫
間
障
子
」
が
第
二
部

で
入
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
展
示
会
で
は
、
第
一
部
か
ら
第
四

部
に
分
類
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
第
二
部
で
は
、
実
用
性
、
機

能
性
を
持
っ
た
も
の
で
競
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
作
品
は
、
佐
藤
彰
さ
ん
と
隆

洋
さ
ん
が
一
週
間
か
け
て
完
成
さ
せ
た
も

の
で
す
。

　

入
賞
を
喜
ぶ
佐
藤
隆
洋
さ
ん
で
す
が

「
こ
れ
か
ら
も
技
術
の
研
究
を
続
け
て
、

い
つ
か
は
大
臣
賞
を
取
り
た
い
」
と
更
な

る
抱
負
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

小
松
の
里
で
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

７
月
26
日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
小

松
の
里
で
、
有
明
地
区
の
建
設
業
８
社
で

組
織
す
る
有
明
建
友
会
が
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
現
在
の
豊
か
な
時
代
を

築
い
た
老
人
ホ
ー
ム
の
利
用
者
に
感
謝
の

気
持
ち
を
表
し
、
暑
い
夏
を
涼
や
か
に
過

ご
し
て
も
ら
お
う
と
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
今
年
で
４
回
目
に
な
り
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
24
人
は
、

重
機
な
ど
を
使
い
園
庭
の
整
地
や
樹
木
剪

定
、
草
刈
り
、
除
草
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
園
の
渡
定
園
長
は
「
職
員
も
清
掃
作

業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
行
き

届
か
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
夏
ま
つ

り
前
に
プ
ロ
の
手
で
き
れ
い
に
し
て
い
た

だ
き
大
変
う
れ
し
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ボランティア活動をされた皆さんお疲れ様です

小型ポンプの放水を行う田之浦消防分団

二人三脚で技術の向上を図る佐藤さん親子と作品

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
む
け
て

　

7
月
20
日
、
心
で
つ
な
ぐ
〝
あ
ん
し
ん

志
布
志
・
大
崎
〟
フ
ェ
ス
タ
が
志
布
志

警
察
署
お
よ
び
緑
地
公
園
で
行
わ
れ
約

８
０
０
０
人
の
人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
民
に
防
犯
や
交
通
安
全
の

意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
開
か
れ
た
も

の
で
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
小
・
中
学

生
や
地
域
の
代
表
が
、
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
努
力
し
ま
す
と

「
あ
ん
し
ん
・
あ
ん
ぜ
ん
宣
言
」
を
発
表

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
機
動
隊
に
よ
る
テ

ロ
対
処
訓
練
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

緑
地
公
園
内
で
は
様
々
な
体
験
コ
ー

ナ
ー
や
音
楽
隊
の
演
奏
や
床
下
商
法
詐
欺

の
寸
劇
な
ど
を
訪
れ
た
観
客
は
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

地域の方も一体となりフェスタを行いました
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広
島
県
北
部
を
拠
点
に
活
動
し
て
い

る
「
ま
ち
づ
く
り
研
究
グ
ル
ー
プ
」
で
、

限
界
集
落
の
再
生
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
逆
手
塾
が
、
創
年
市
民
大
学
公
開

講
座
と
し
て
、
百
十
人
が
参
加
し
、
六

月
十
四
日
か
ら
十
五
日

に
か
け
て
志
布
志
市
文

化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
田
修
一
市
長
（
志

長
）
か
ら
「
志
を
さ
ら

に
高
め
る
逆
手
塾
が
開

催
さ
れ
る
こ
と
は
、
ま

さ
に
的
を
射
た
も
の

で
、
私
自
身
も
皆
さ
ん

か
ら
多
く
の
刺
（
志
）
激
を
受
け

た
い
」
と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
和
田
芳
治
事
務
局
長
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、「
最
近

起
き
た
秋
葉
原
の
事
件
は
、
自
分

の
存
在
が
認
め
ら
れ
な
い
、
個
体

認
識
が
な
い
と
感
じ
て
起
き
た
も

の
で
あ
る
。
志
が
低
い
と
生
活
格

差
が
生
ま
れ
、
そ
の
格
差
は
志
の

高
さ
で
決
ま
る
」
と
切
々
と
訴
え

ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で

は
、
熊
本
県
菊
池
市
で
循
環
型

テ
ー
マ
パ
ー
ク
に
挑
戦
中
の
コ
ッ

コ
フ
ァ
ー
ム
代
表
の
松
岡
義
博
さ

ん
は
、「
私
は
い
つ
も
自
分
の
コ
ッ

プ
は
満
杯
に
せ
ず
に
、
七
、八
分
目
に

し
て
お
く
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
。
す

る
と
私
の
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
継
ぎ
足

し
て
く
れ
る
人
に
出
会
え
る
。
そ
の
出

会
い
に
よ
り
、
自
分
を
さ
ら
に
高
め
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
の
宮
崎
県
綾
町
の
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ご
う
だ
代
表
の
郷
田
美
紀
子
さ

ん
は
「
照
葉
樹
林
の
文
化
は
、
食
べ
物

も
共
通
し
て
い
る
。
情
報
に
流
さ
れ
な

い
、
酸
・
苦
・
甘
・
辛
・
鹹
の
五
味
の

調
和
を
す
る
こ
と
。
薬
膳
の
中
で
も
気

候
風
土
と
か
食
性
が
ポ
イ
ン
ト
で
薬
の

前
の
食
と
心
が
大
切
で
あ
る
」
と
語
り

か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

命
の
応
援
舎
代
表
の
山
本
文
子
さ
ん

の
性
に
つ
い
て
の
ス
ト
レ
ー
ト
な
話

は
、
命
の
大
切
さ
が
心
に
ビ
ン
ビ
ン
響

き
、「
望
ま
れ
な
く
て
生
ま
れ
た
子
ど

も
は
一
人
も
い
な
い
。
ど
の
子
も
生
き

る
価
値
が
あ
る
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
涙

が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

締
め
は
ブ
レ
ー
キ
の
効
か
な
い
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
・
熊
本
大
学
の
徳
野
貞
夫
教

授
の
過
激
な
ト
ー
ク
は
、「
今
、
ど
う

し
た
ら
、
み
ん
な
が
一
人
ひ
と
り
生
き

生
き
暮
ら
せ
る
か
が
大
切
で
あ
る
。
こ

こ
で
金
に
も
な
ら
ん
け
ど
、
元
気
に
な

ろ
う
と
い
う
人
た
ち
が
い
る
。
こ
れ
が

志
布
志
創
年
市
民
大
学
で
は
な
い
か
。

こ
れ
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
の
を
ど
う

示
す
か
。
こ
れ
を
や
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
何
も
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
人
が
必

ず
い
る
。
だ
け
ど
、
と
き
ど
き
、
変
な

人
が
い
る
。
都
会
か
ら
志
布
志
は
い
い

な
ぁ
と
い
っ
て
入
っ
て
く
る
新
規
参
入

型
で
、
こ
の
と
き
に
創
年
市
民
大
学
に

入
れ
て
刺
（
志
）
激
を
与
え
る
よ
う
に

す
る
。
こ
の
新
規
参
入
型
の
過
激
な
人

た
ち
を
ち
ゃ
ん
と
こ
の
中
に
落
と
し
て

い
く
こ
と
が
、
こ
の
大
学
の
使
命
で
あ

る
」
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
古
刹
、
大
慈
寺
の
座
禅

で
始
ま
り
「
も
の
さ
し
」
を
変
え
て
の

12
人
の
ト
ー
ク
は
、
話
題
に
富
み
会
場

か
ら
も
質
問
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

　

志
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

改
め
て
心
に
誓
い
、
感
涙
の
中
、

　

♪
志
あ
ふ
れ
る　

ま
ち
の
市
民
は
志

を
高
く
た
か
く
か
ざ
し
て
・
・
♪
「
志

拡
命
：
志
布
志
か
ら
」
の
歌
を
全
員
で

唄
い
、
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
逆
手
塾

は
、熱
い
二
日
間
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

琉
球
古
典
焼（
飾
り
壺
）を
寄
贈

志
布
志
高
校
同
窓
会
松
蔭
会

　

７
月
11
日
、
志
布
志
高
校
同
窓
会
松

蔭
会
（
原
田
實
会
長
）
が
市
役
所
を
訪

れ
、
琉
球
古
典
焼
（
飾
り
壺
）
を
市
に

寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
同
校
が
来
年
創
立
１
０
０
周

年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
記
念
事

業
の
一
つ
と
し
て
今
ま
で
受
け
継
い
で

き
た
所
蔵
品
を
よ
り
多
く
の
人
に
見
て

も
ら
う
た
め
に
行
っ
た
も
の
で
す
。
琉

球
古
典
焼
は
大
正
時
代
か
ら
昭
和
初
期

に
か
け
て
内
地
向
け
の
移
出
品
と
し
て

作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
分
の
間
、
志
布
志
支
所
２
階
ロ

ビ
ー
に
展
示
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。
松
蔭
会
で
は
、
こ
の
壺
の

ほ
か
に
も
六
月
坂
横
穴
墓
の
表
採
品
な

ど
数
十
点
を
市
に
寄
贈
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

い
ろ
は
農
園
有
明
が
名
誉
賞
受
賞

　

７
月
24
日
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
で
開

か
れ
た
第
57
回
全
国
農
業
コ
ン
ク
ー
ル

の
全
国
大
会
で
、
市
内
の
農
業
生
産
法

人
「
い
ろ
は
農
園
有
明
」
が
名
誉
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
農
園
は
、
農
協
出
資
型
法
人
と
い

う
新
し
い
ス
タ
イ
ル
で
平
成
11
年
に
設

立
さ
れ
、
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
で
拡

大
す
る
遊
休
農
地
を
借
り
受
け
て
農
産

物
を
育
て
ま
し
た
が
、
平
成
14
年
に
市

況
価
格
が
安
定
し
機
械
化
で
生
産
効
率

が
図
れ
る
茶
業
に
一
本
化
し
、
生
産
面

積
を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
活
用
す
る
な

ど
地
域
貢
献
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

受
賞
し
た
永
田
武
人
代
表
取
締
役
は

「
こ
れ
か
ら
も
地
域
農
業
の
振
興
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ

ま
し
た
。

市役所で受賞の伝達をする永田さん

珍しい壺に見入る本田市長と坪田教育長

志
を
た
か
く
か
ざ
し
て

熱
気
あ
ふ
れ
る
逆
手
塾
に
１
１
０
人
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７
月
26
日
、
志
布
志
み
な
と
ま
つ
り
の
前

夜
祭
が
志
布
志
港
の
特
設
会
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
バ
ン
ド
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
も
披

露
さ
れ
た
ほ
か
志
布
志
市
出
身
の
歌
手
水
上

卓
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

翌
７
月
27
日
に
行
わ
れ
た
本
祭
で
は
、
ダ

グ
リ
岬
で
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
体
験
が
行
わ

れ
、
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
等
に
多
く
の
家
族
連
れ

や
若
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
巡
視
船
「
お
お
す
み
」
の
体
験
航

海
や
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
に
は
大

勢
の
家
族
連
れ
が
乗
船
し
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
「
ハ
ン
ヤ
よ
さ
こ
い
」
と
、

地
元
の
和
太
鼓
グ
ル
ー
プ
の
音
楽
や
踊
り

に
、
会
場
全
体
が
熱
く
な
り
、
観
客
が
一
つ

に
な
り
ま
し
た
。

　

花
火
大
会
で
は
、
今
年
は
、
仕
掛
け
花
火

が
充
実
し
て
お
り
、花
火
が
上
が
る
た
び
に
、

観
客
か
ら
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
会

場
に
は
10
万
人
の
人
出
が
あ
り
、
大
変
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　

毎
年
、
ま
つ
り
の
後
の
ゴ
ミ
の
散
乱
に
悩

ま
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
年
は
、「
リ

サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
会
場
内
2
か

所
に
設
け
、
分
別
指
導
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

例
年
よ
り
ご
み
は
少
な
い
よ
う
で
し
た
。

が盛大に開催
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音楽は心をつないで！国際青少年音楽祭
　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
、

サ
ー
ニ
ャ
・
キ
ョ
ウ
さ
ん
は
家
族
と
と
も

に
6
月
13
日
に
志
布
志
市
を
訪
れ
、
約
一

か
月
間
市
内
に
滞
在
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
７
月
４
日
に
開
催
さ
れ
た
「
国

際
青
少
年
音
楽
祭
２
０
０
８
」
に
向
け
て
、

子
ど
も
た
ち
に
音
楽
指
導
や
交
流
を
目
的

と
し
た
も
の
で
、
サ
ー
ニ
ャ
さ
ん
の
ほ
か
、

母
親
の
ポ
ー
ラ
さ
ん
、
長
男
の
サ
ム
さ
ん

（
13
歳
）、
ソ
フ
ィ
ー
さ
ん（
６
歳
）、
ア
ー

サ
ー
ち
ゃ
ん（
５
歳
）、
オ
ス
カ
ー
ち
ゃ
ん

（
３
歳
）、
ハ
ミ
ル
ト
ン
ち
ゃ
ん（
１
歳
）と

と
も
に
市
営
住
宅
で
日
本
の
生
活
を
体
験

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
末
っ
子
の

ハ
ミ
ル
ト
ン
ち
ゃ
ん
を
連
れ
て
行
く
こ
と
は

あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
学
校
が
近
く
に
あ

る
こ
と
や
地
域
の
方
の
様
々
な
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
体
制
も
あ
り
初
め
て
家
族
全
員
で
の
日
本

滞
在
と
な
り
ま
し
た
。

　

滞
在
中
サ
ー
ニ
ャ
さ
ん
は
市
内
の
小
中

学
校
等
で
歌
唱
指
導
を
行
い
、
子
ど
も
た

ち
と
文
化
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

長
男
の
サ
ム
さ
ん
は
松
山
中
学
校
、
ソ

フ
ィ
ー
さ
ん
は
泰
野
小
学
校
、
ア
ー
サ
ー

ち
ゃ
ん
と
オ
ス
カ
ー
ち
ゃ
ん
は
み
ど
り
保

育
所
に
通
い
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

八
野
小
学
校
で
は
、
11
人
の
子
ど
も
た

ち
に
声
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し

た
。
サ
ー
ニ
ャ
さ
ん
の
明
る
く
楽
し
い
指

導
に
よ
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
姿
勢
や
口

を
大
き
く
あ
け
る
た
め
の
練
習
、
呼
吸
の

し
か
た
、
歌
詞
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
歌
う
こ

と
等
を
学
び
ま
し
た
。

　

体
全
体
で
音
楽
を
表
現
す
る
サ
ー
ニ
ャ

さ
ん
の
指
導
に
子
ど
も
た
ち
は
、
最
初
は

と
ま
ど
っ
て
い
ま
し
た
が
、
授
業
が
終
了

す
る
頃
に
は
、
歌
声
は
力
強
く
て
伸
び
の

あ
る
も
の
に
変
化
し
て
い
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
、
音
楽
を
楽
し
い
も
の
だ
と
感

じ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
の
声
楽
家
の
入
江
英
美
さ

ん
と
池
ノ
上
祐
子
さ
ん
の
指
導
も
行
い
、

国
際
青
少
年
音
楽
祭
で
、「
ふ
る
さ
と
」

や
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
子
守
唄
」
の
歌
声
を

披
露
し
、
そ
の
歌
声
は
会
場
い
っ
ぱ
い
に

広
が
り
ま
し
た
。

　

サ
ー
ニ
ャ
さ
ん
の
滞
在
し
た
一
か
月
は

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
り
ま
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
の
心
の
中
に
こ
の
思
い
出
が

い
つ
ま
で
も
残
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

各地で楽しく分かりやすく歌唱力指導を行いました（八野小学校）

Vol21.サーニャ・キョウさん（35歳）

地域の方と親睦を深めたバーベキュー大会

　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
、「
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
・
ユ
ー
ス
・
ス
ト
リ
ン
グ
・
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
」
総
勢
26
人
が
７
月
３
日
か

ら
７
日
ま
で
志
布
志
市
内
に
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
し
な
が
ら
コ
ン
サ
ー
ト
や
学
校

交
流
を
行
い
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
音
楽
と

文
化
の
交
流
を
行
い
ま

し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
地

元
の
香
月
小
６
年
生
75

人
の
ほ
か
有
明
中
合
唱

部
13
人
、
ま
つ
や
ま
キ
ッ

ズ
42
人
も
出
演
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
声
楽
経
験
者

の
入
江
英
美
さ
ん
と
池

ノ
上
祐
子
さ
ん
も
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
の
メ
ゾ
ソ
プ

ラ
ノ
歌
手
、
サ
ー
ニ
ャ
・

キ
ョ
ウ
さ
ん
の
歌
唱
指

導
を
う
け
歌
声
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
が
演
奏
す
る
「
フ
ロ
ム

し
ぶ
し
」
に
合
わ
せ
て
出

演
者
全
員
で
合
唱
し
、
音

楽
に
国
境
が
な
い

こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。

　

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
メ
ン
バ
ー
は
、

梅
雨
明
け
し
た
ば

か
り
の
暑
さ
の

中
、
市
内
の
小
・

中
学
校
９
校
で
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や

ゲ
ー
ム
、
給
食
で
の
楽
し
い
交
流
を
行

い
ま
し
た
。

　

児
童
・
生
徒
達
は
、
生
演
奏
で
バ
イ

オ
リ
ン
や
ビ
オ
ラ
の
音
を
聞
い
た
り
、

実
際
に
ひ
か
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
大

喜
び
で
し
た
。

　

今
年
は
、
メ
ン
バ
ー
２
名

ず
つ
が
市
内
の
家
庭
９
軒
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
受
け
入
れ
る
家
庭
、

経
験
の
あ
る
家
庭
、
英
語
が

話
せ
る
家
庭
、
話
せ
な
い
家

庭
と
最
初
の
う
ち
は
ど
の
家

庭
も
食
事
や
お
も
て
な
し
を

と
て
も
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、

最
終
日
は
涙
で
別
れ
を
惜
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

今
回
、
初
め
て
受
け
入
れ
た
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、「
心
配
し
て

い
た
ほ
ど
無
理
を
せ
ず
に
過
ご
せ

ま
し
た
。
思
い
切
っ
て
受
け
入
れ

て
み
て
と
て
も
良
か
っ
た
！
」
と

語
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
度
か
ら
、
旧
松
山
町

で
始
ま
っ
た
こ
の
「
国
際
青
少
年

音
楽
祭
」
も
、
今
年
で
４
回
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　

小
さ
な
小
さ
な
交
流
の
種
は
、

志
布
志
市
民
の
心
の
中
で
小
さ
な

芽
を
出
し
、
や
が
て
葉
を
つ
け
、

色
鮮
や
か
な
花
を
咲
か
せ
て
い
く

で
し
ょ
う
。

　

文
化
や
習
慣
、
使
う
こ
と
ば
が

違
っ
て
も
、
人
は
お
互
い
を
理
解

し
よ
う
と
努
力
し
ま
す
。

　

そ
し
て
心
が
通
い
合
う
の
で
す
。

こ
の
事
業
は
、
子
ど
も
た
ち
は
も

ち
ろ
ん
、
市
民
全
体
が
音
楽
を
と

お
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
を
最

も
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
に
な
り
ま
し
た
。

市文化センターで行われたコンサートの様子

様々な交流がありました

歌声を披露するサーニャさん等
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男女がともに認め合い、
いきいきと輝くまちをつくろう

男女共同参画社会
の実現を目指して

Vol.30

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
条
件

で
あ
る
血
中
脂
質
や
血
圧
・
血
糖
の
値
は

「
や
や
高
め
」と
い
う
の
が
特
徴
な
の
で
薬

を
使
う
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
食
事
と

運
動
を
中
心
に
生
活
習
慣
を
見
直
し
継
続

す
る
の
が
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

に
な
る
元
を
つ
く
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
内

臓
脂
肪
を
減
ら
す
生
活
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
食
事
編

●
一
日
三
食
き
ち
ん
と
食
べ
て
主
食
・
主

　

菜
・
副
菜
を
そ
ろ
え
多
く
の
食
材
を
と

　

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

●
早
食
い
・
ど
か
食
い
を
せ
ず
一
口
二
十

　

回
は
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る

●
最
初
に
野
菜
類
を
食
べ
て
空
腹
感
を
解

　

消
す
る

●
だ
し
汁
を
う
ま
く
活
用
し
て
塩
分
を
取

　

り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る

●
洋
菓
子
や
砂
糖
入
り
の
缶
コ
ー
ヒ
ー
・

　

炭
酸
飲
料
な
ど
脂
肪
や
砂
糖
を
多
く
含

　

ま
れ
て
い
る
食
品
は
避
け
る

●
夕
食
を
多
く
食
べ
る
生
活
は
内
臓
脂
肪
を

　

溜
め
込
み
ま
す
朝
３
・
昼
４
・
夕
３
の

　

バ
ラ
ン
ス
で
食
事
し
ま
し
ょ
う　

ま

　

た
、
夕
食
は
寝
る
２
時
間
前
ま
で
に
は

　

済
ま
せ
ま
し
ょ
う

●
油
脂
類
は
調
理
法
や
食
材
の
工
夫
で
エ

　

ネ
ル
ギ
ー
を
減
ら
せ
ま
す

※
素
材
を
選
ぶ
～
肉
の
部
位
な
ど
エ
ネ
ル

　

ギ
ー
の
少
な
い
も
の
を

※
肉
の
脂
肪
を
取
り
除
く

※
調
理
法
を
変
え
る
～
焼
く
よ
り
も
蒸
す

　

蒸
す
よ
り
も
ゆ
で
る　

ゆ
で
る
よ
り
も

　

網
焼
き
が
効
果
的
で
す

※
油
の
吸
収
率
を
抑
え
る
～
素
材
は
大
き

　

め
に
切
る　

衣
は
少
な
め
に　

素
材
の

水
分
を
ふ
き
取
る

■
運
動
編

①
自
分
の
体
力
や
楽
し
み
に
あ
っ
た
長
続

き
で
き
る
運
動
を
見
つ
け
計
画
的
に
実
行

し
ま
し
ょ
う
。

②
時
間
が
取
れ
な
い
場
合
は
生
活
の
中
で

意
識
し
て
体
を
動
か
す
よ
う
に
し
ま
せ
ん

か
。
少
し
の
意
識
で
基
礎
代
謝
が
あ
が
り

ま
す
。

●
仕
事
の
合
間
な
ど
ち
ょ
っ
と
し
て
時
間

　

に
体
を
動
か
す

●
電
化
製
品
は
リ
モ
コ
ン
を
頼
ら
ず
自
分

　

が
動
く

●
歩
く
と
き
に
大
き
く
腕
を
振
り
早
歩
き

　

す
る

■
生
活
編

●
ス
ト
レ
ス
で
の
や
け
食
い
で
な
く
、
別

　

な
解
決
策
を
み
つ
け
る

●
た
ば
こ
は
動
脈
硬
化
を
進
め
る
大
き
な

　

要
因
で
す　

禁
煙
を
お
勧
め
し
ま
す

●
計
測
し
記
録
を
す
る　

毎
日
同
じ
時
間

　

に
体
重
を
測
り
（
で
き
れ
ば
腹
囲
も
測

　

る
）
生
活
を
振
り
返
る
基
に
す
る

　

運
動
の
み
、
食
事
の
み
よ
り
も
一
緒

に
意
識
し
て
取
り
組
む
ほ
う
が
減
量
し

や
す
く
内
臓
脂
肪
の
減
少
量
も
大
き
く

な
り
ま
す
。
食
べ
過
ぎ
に
注
意
し
生
活

の
中
で
無
理
な
く
運
動
を
続
け
る
こ
と

で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
予

防
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

　

内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
方
法
は
知
っ
て

い
て
も
、
実
行
し
継
続
し
な
く
て
は
前

へ
進
ま
ず
解
決
で
き
ま
せ
ん
。
自
分
の

生
活
習
慣
を
振
り
か
え
り
無
理
せ
ず
、

で
き
る
こ
と
か
ら
ひ
と
つ
ず
つ
改
善
し

ま
し
ょ
う
。

　

明
日
と
は
言
わ
ず
今
日
か
ら
そ
し
て

今
か
ら
で
き
る
こ
と
を
取
り
組
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
自
分
ひ
と
り
で
な
く
周
り

に
宣
言
し
て
、
職
場
や
家
庭
の
仲
間
ぐ

る
み
で
取
り
組
む
こ
と
も
効
果
的
で
す
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ハ
ッ
ピ
ー
の
多
い
社
会
に
す
る
た
め
に

　
「
ど
う
し
て
イ
ー
・
ウ
ー
マ
ン
な
ん

で
す
か
？
」「
ど
う
し
て
国
際
女
性
ビ

ジ
ネ
ス
会
議
な
ん
で
す
か
？
」。
私
が

な
ぜ
サ
イ
ト
名
や
会
議
名
に
女
性
と

い
う
言
葉
を
つ
け
る
の
か
、
と
い
う
質
問
で
あ

る
。
女
性
と
い
う
単
語
を
つ
け
な
い
と
、
ビ
ジ

ネ
ス
界
で
は
９
割
以
上
が
男
性
の
集
ま
り
に

な
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
の
が
一
つ
の
答
え

で
あ
る
。
仕
事
を
し
て
い
る
女
性
は
多
い
の

に
、
会
議
や
勉
強
会
、
意
見
交
換
な
ど
の
場

に
は
男
性
が
多
い
。
女
性
と
い
う
文
字
を
入

れ
る
こ
と
で
、
働
く
女
性
た
ち
の
多
く
が
「
私

も
参
加
し
て
い
い
」と
感
じ
る
の
だ
。
し
か
し
、

イ
ー
・
ウ
ー
マ
ン
も
国
際
女
性
ビ
ジ
ネ
ス
会

議
も
、
内
容
は
女
っ
ぽ
く
な
い
。
男
女
に
関

係
な
く
学
べ
る
情
報
・
場
を
提
供
し
て
い
る
。

　
「
み
ん
な
そ
う
思
っ
て
い
る
」な
ど
と

い
っ
た
あ
い
ま
い
な
総
論
的
な
発
言
で
は
な

く
、
自
分
個
人
の
意
見
や
体
験
を
分
か
ち
合

う
訓
練
の
場
に
も
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と

だ
。
男
女
が
共
に
働
き
、
暮
ら
す
た
め
に
、

あ
る
程
度
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
で
女

性
に
機
会
を
提
供
し
、
同
時
に
、
男
女
と
も

に
Ｉ（
自
己
）を
し
っ
か
り
持
っ
て
行
動
や
発

言
を
す
る
こ
と
が
、
責
任
あ
る
個
人
が
つ
く

る
社
会
の
基
本
で
は
と
、
思
っ
て
い
る
。

　

時
を
30
年
昔
（
男
女
共
同

参
画
を
推
進
す
る
以
前
）
に

戻
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

当
時
は
、「
夫
は
外
で
働
き
、

妻
は
家
庭
を
守
る
べ
き
」
と

す
る
固
定
的
役
割
分
担
意
識

に
賛
成
す
る
人
が
７
割
以
上

で
し
た
。

　

女
性
は
、
大
学
を
卒
業
し

て
も
思
う
よ
う
な
就
職
先
が

見
つ
か
ら
ず
、
結
婚
し
て
「
寿

退
社
」
す
る
の
が
「
女
性
の

幸
せ
」
と
さ
れ
、
一
生
懸
命

勉
強
し
て
男
性
よ
り
良
い
成

績
を
取
っ
て
も
「
女
だ
か
ら
」

の
一
言
で
し
た
。

　

一
方
、
男
性
は
猛
烈
に
働

き
「
企
業
戦
士
」
と
な
り
、「
過
労
死
」

等
が
他
人
事
で
は
な
い
状
況
で
、
※
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
な
ど
は
考
え
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

女
性
は
「
良
妻
賢
母
」
に
、男
性
は
「
仕

事
人
間
」
に
な
る
も
の
と
さ
れ
、
そ
れ
以

外
の
生
き
方
は
歓
迎
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

平
成
18
年
に
行
っ
た
志
布
志
市
の
意
識

調
査
で
は
、
賛
成
が
36
・
1
㌫
、
反
対
が

43
・
7
㌫
の
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」

と
い
っ
た
生
き
方
を
選
択
す
る
こ
と
は
自

由
で
す
。
し
か
し
、
そ
ん
な
社
会
を
あ
な

た
は
良
い
と
思
い
ま
す
か
・
・
・
？

　

色
ん
な
生
き
方
を
選
択
で
き
る
事
が
大

事
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

■
女
性
が
仕
事
で
輝
い
て
い
る

■
男
性
が
家
事
を
頑
張
っ
て
い
る　
　
　

■「
仕
事
と
家
庭
の
比
重
」を
変
え
て
み
る

　

男
女
共
同
参
画
は
、
こ
の
よ

う
な
多
様
な
生
き
方
が
認
め
ら

れ
、
支
援
さ
れ
る
社
会
を
作
り

上
げ
て
い
く
も
の
で
す
。

※
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
は
、

働
く
人
が
、
子
育
て
や
介
護
、
自
己
啓
発
、

地
域
活
動
な
ど
と
い
っ
た
仕
事
以
外
の
生

活
と
仕
事
と
を
自
分
が
望
む
バ
ラ
ン
ス
で

実
現
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
意
味
し

ま
す
。参加と参画のちがい

  「参加」は、何か行事があったときなどに仲
間として加わるという考え方ですが、「参画」には、
物事の計画や決定の段階から参加し、対等
          な立場として意見を出しあい、そして、
　　　　　　責任も分かち合うという、
　　　　　　　より積極的な意味が
　　　　　　　　　あります。
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気づいてください！

■
出
前
講
座
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

自
治
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
老
人
ク
ラ
ブ
・
事

業
所
等
を
対
象
と
し
た
「
男
女
共
同
参
画

出
前
講
座
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
か
り
や
す
く
お
話
い
た
し
ま
す
の

で
、
上
記
ま
で
お
気
軽
に
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

ながら運動
エクササイズ！

1日5分

歯磨きスクワット
10 ～ 20 回

片手を腰にあて、背
中を真っすぐにして、
ひざを 90 度に曲げて
戻すスクワットをく
りかえします。

片手を腰にあて、背中を
まっすぐにして片足で立ち
ます。浮かせた脚を後方に
振り上げ戻す運動を繰り返
します。逆足も行います。

脚を鍛えます

歯 磨 き 後 ろ 脚 上 げ
　左右各 10 ～ 20 回

おしりを鍛えます

脚浮かしツイスト
5 ～ 20 回

両脚を床から浮かせ
た状態で、対角側の
ひじとひざをタッチ
するツイスト運動を
繰り返します。

お腹・腰を鍛えます

内もも締め付け脚上げ
5 ～ 10 回

両ももを押しつけた
状態で、両ひざをを
抱えたまま、胸に引
き上げて戻す動作を
くりかえします。

脚・お腹を鍛える

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

に
つ
い
て
②（
予
防
編
）

㈱イー・ウーマン代表取締役社長
佐々木かをり氏

5

※コラム出典：「男女共同参画の広報のために」（男女共同参画の広報啓発に関する研究所製作）

女性支援相談室・フリーダイヤルをご利用ください
■相談室開設日：毎月第１・３水曜日午後１時～５時　　■開設場所：有明農村環境改善センター内
■フリーダイヤル（平日、8 時 30 分～ 17 時）　 0120-786-054（なやむ・おごじょ）
■問い合わせ先　企画政策課男女共同参画係　Tel 474-1111（内線 250・255）

もしも時代が逆流したら ・ ・ ・ ？
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６
月
22
日
（
日
）、
早
朝
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
三
方
良
の
呼
び
か
け
で
、
若
浜
中
央
緑

地
公
園
周
辺
の
ご
み
拾
い
や
緑
地
帯
の
雑

草
伐
採
な
ど
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
方
良
は
、
経
済
活
動
の

活
性
化
や
環
境
保
全
及
び
小
規
模
事
業
者

の
育
成
、
支
援
を
図
り
、
ま
た
、
志
布
志

港
に
お
け
る
国
内
外
交
易
事
業
の
発
展
に

向
け
て
提
言
等
を
行
い
、
よ
り
良
き
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
、
活
動
を
し
て
い
る

団
体
で
す
。

　

今
回
の
活
動
は
、
志
布
志
港
の
環
境
保

全
と
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
の
存
続
を
願
い
、
さ

ん
ふ
ら
わ
あ
利
用
者
が
気
持
ち
良
く
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
を

込
め
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
悪
天
候
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
会
員
を
は
じ
め
、
港
湾

事
務
所
関
係
者
、
一
般
参
加
者
な
ど
31

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
が
精
力
的
に
作
業

に
取
り
組
ま
れ
た
甲
斐
も
あ
っ
て
、
雑

草
が
生
い
茂
り
、
機
能
を
果
た
し
て
い

な
か
っ
た
歩
道
が
き
れ
い
に
整
備
さ
れ

る
な
ど
、
若
浜
中
央
緑
地
公
園
周
辺
は

見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
回
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

企
画
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
方
良
の
高
吉

修
さ
ん
は
「
今
回
、
私
た
ち
の
活
動
も

３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
さ
ん
ふ
ら
わ

あ
を
利
用
さ
れ
る
皆
様
が
、
少
し
で
も
気

持
ち
良
く
行
き
来
し
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
思
い
で
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
海
の
玄
関
口
で
あ
る
志
布
志
港
の
緑

地
や
道
路
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
今
後
は
、
９
月
に
す
ず
れ
ヶ

浜
海
岸
清
掃
、
12
月
に
湾
岸
道
路
清
掃
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。
活
動
の
趣
旨
に
賛

同
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
お
疲
れ
様

で
し
た
。

■問い合わせ先　企画政策課地域政策係　Tel 474-1111（内線 252・256）

　

皆
さ
ん
、
北
杜
市
を
御
存
知
で
し
ょ
う

か
？
北
杜
市
は
、
山
梨
県
の
北
西
部
に
位

置
し
、
人
口
は
約
５
万
人
で
す
。
北
杜
市

の
湧
水
は
志
布
志
市
と
同
様
に
「
平
成
の

名
水
百
選
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和

に
選
定
さ
れ
た
「
名
水
百
選
」
に
も
す
で

に
２
箇
所
が
選
定
さ
れ
て
お
り
、
全
国
の

中
で
唯
一
、一
つ
の
市
町
村
で
３
箇
所
名

水
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
杜
市
で
、
７
月
12
日
に
「
平
成
の
名

水
百
選
」
が
認
定
さ
れ
た
こ
と
、
名
水
の

数
が
日
本
一
に
な
っ
た
こ
と
を
記
念
し
て

『「
北
の
杜
は
名
水
群
」
日
本
一
の
名
水
の

里
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
の
上
司
で
あ
る
藤
塚
室
長
が
パ
ネ
リ

ス
ト
と
し
て
参
加
し
、
市
民
代
表
、
大
学

の
先
生
、
サ
ン
ト
リ
ー
の
工
場
長
が
パ
ネ

ラ
ー
と
し
て
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
サ

ン
ト
リ
ー
は
、
北
杜
市
に
工
場
を
お
き
、

地
下
水
を
汲
み
上
げ
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー

タ
ー
を
生
産
し
て
い
ま
す
。北
杜
市
に
は
、

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
メ
ー
カ
ー
が
い
く

つ
か
あ
り
、
同
市
は
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー

タ
ー
生
産
量
日
本
一
で
す
。

　

水
保
全
活
動
を
続
け
て
い
る
市
民
代
表

か
ら「
平
成
の
名
水
百
選
」に
選
定
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、誇
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、

一
層
の
保
全
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と

の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
サ
ン
ト

リ
ー
か
ら
は
、
市
内
の
大
切
な
地
下
水
を

使
用
し
て
い
る
の
で
、
環
境
保
全
に
は
細

心
の
注
意
を
払
っ
て
お
り
、
地
下
水
の
水

位
の
監
視
も
行
っ
て
い
る
と
い
う
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。北
杜
市
で
は
、市
民
、行
政
、

企
業
が
一
体
と
な
っ
て「
水
」を
守
り
続
け

て
い
る
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
藤

塚
室
長
か
ら
は
「
名
水
百
選
」
に
選
ば
れ

た
の
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
い
。
選
ば
れ
た
こ

と
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
、
今
後
の
活

動
に
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
送
ら
れ
ま
し
た
。
会
場
か
ら
は
大
き
な

拍
手
が
起
き
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

活
動
、意
識
が
重
要
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

志
布
志
市
で
も「
普
現
堂
湧
水
源
」を
始

め
、
志
布
志
地
区
に
あ
る「
沢
目
記
の
湧

水
」な
ど
、素
晴
ら
し
い
水
環
境
が
身
の
回

り
に
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
志
布
志
市

は
と
て
も
水
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
こ
と
を
当
た
り
前
と
思
わ
ず
に
大
切
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
改
め
て
気
づ
か

さ
れ
ま
し
た
。現
在
で
も
、志
布
志
市
の
湧

水
に
つ
い
て
も
様
々
な
保
全
活
動
が
行
わ

れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。そ
の
活
動

の
お
か
げ
で
、
志
布
志
市
の
水
環
境
は
良

好
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
活
動
が
市

内
全
域
に
広
が
っ
て
い

け
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
素
晴
ら
し

い
環
境
を
子
ど
も
た
ち

に
残
す
こ
と
が
大
切
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

環
境
省
で
勉
強
し
て
い
る
吉
井
啓
剛
主
事
の

レ
ポ
ー
ト
を
定
期
的
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

市
長
コ
ラ
ム

本
田
修
一

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

昭
和
39
年
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

行
わ
れ
た
当
時
、
私
は
高
校
生
で
し

た
。
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
東
洋
の
魔

女
や
裸
足
の
マ
ラ
ソ
ン
王
者
ア
ベ
ベ
の

活
躍
に
テ
レ
ビ
の
前
で
興
奮
し
た
も
の

で
す
。
日
本
は
、
第
二
次
世
界
大
戦

敗
戦
後
の
荒
廃
か
ら
19
年
か
け
て
復
興

し
、
こ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機
に
先
進

国
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。
お

そ
ら
く
、
こ
の
広
報
紙
が
皆
様
の
手
元

に
届
く
こ
ろ
は
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
華
々
し
く
開
会
し
、
熱
戦
を
繰
り
広

げ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
と
中
国
で
は
多
少
事
情
が
違
う

か
と
思
い
ま
す
が
、　

現
在
の
中
国
は

当
時
の
日
本
と
比
べ
る
と
大
変
豊
か

で
、
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
国
と
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
食
事
も
豊
か
に
な
り
食
料

の
輸
出
国
か
ら
輸
入
国
に
な
り
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
つ
い
て
も
大
量
に
輸
入
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
北
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
や
２
年
後
に
開
催
さ
れ
る
上

海
万
博
が
エ
ポ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
と
な
り

世
界
の
一
流
国
と
し
て
ま
す
ま
す
発
展

を
す
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
な
っ
た
と
き
、
農
畜
産
物
の
生

産
基
地
で
あ
る
大
隅
半
島
の
「
安
心
で

安
全
」
な
食
料
が
中
国
に
輸
出
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
中
核
国
際
港
湾
の
志
布
志
港

で
は
新
若
浜
地
区
を
整
備
し
て
お
り
来

年
度
か
ら
は
一
部
供
用
を
開
始
さ
れ
ま

す
。
そ
う
な
る
と
コ
ン
テ
ナ
の
取
扱
許

容
量
は
現
在
の
6
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
か
ら
12
万

Ｔ
Ｅ
Ｕ
と
増
加
し
ま
す
が
、
現
在
の
水

準
で
推
移
す
れ
ば
、
取
扱
量
が
12
万
Ｔ

Ｅ
Ｕ
に
達
す
る
の
は
時
間
の
問
題
で
は

な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
志
布
志
市
が
さ
ら
に
発
展

し
て
魅
力
あ
る
も
の
に
な
る
た
め
に
は
、

経
済
だ
け
で
は
な
く
市
民
一
人
ひ
と
り

が
健
康
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
現
在
、
市
で
は
医
療
費
の
増
加
が

著
し
く
な
っ
て
い
ま
す（
７
月
号
参
照
）。

そ
の
た
め
国
民
健
康
保
険
税
の
額
は
、

一
世
帯
あ
た
り
今
年
11
・
９
㌫
の
上
昇

と
な
り
、
今
後
も
こ
の
ま
ま
推
移
す
る

と
毎
年
約
５
㌫
国
保
の
医
療
費
が
増
額

に
な
る
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
は
世
界
一
の
長
寿
国
家
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
高
齢
に

な
っ
て
も
自
分
ら
し
く
健
康
で
生
き
て

い
く
施
策
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
市
で
は
、
福
祉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

よ
り
健
康
に
関
す
る
推
進
プ
ラ
ン
を
作

成
中
で
す
。
市
民
の
方
に
も
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
明
確
で
具
体
的
な
プ
ラ
ン

を
作
り
、
市
内
全
域
で
取
り
組
み
、
医

療
費
の
抑
制
を
図
る
と
と
も
に
市
民
の

皆
様
に
健
康
で
豊
か
な
生
活
を
送
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
２
０
１
２
年
に
ロ
ン
ド
ン
で

開
催
さ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
市
内
か

ら
出
場
の
期
待
さ
れ
る
選
手
が
い
ま

す
。
皆
さ
ん
と
と
も
に
楽
し
み
に
待
ち

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

九
州
ハ
ー
ネ
ス
株
式
会
社

は
、
自
動
車
用
ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ー

ネ
ス
の
製
造
を
行
う
会
社
で
、

主
に
、
ト
ヨ
タ
車
の
電
気
部

品
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

　
「
平
成
元
年
に
松
山
町
で
創

業
を
始
め
た
頃
は
、
物
流
コ
ス

ト
が
高
く
、
と
て
も
気
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
自
動
車

メ
ー
カ
ー
の
九
州
進
出
に
伴

い
、
む
し
ろ
地
理
的
な
メ
リ
ッ

ト
が
出
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

加
え
て
、
地
元
の
多
く
の
素
晴
ら
し

い
人
材
に
恵
ま
れ
て
、
大
変
感
謝
し
て

い
ま
す
」
と
小
出
代
表
取
締
役
は
話
し

ま
す
。

　

平
成
元
年
の
創
業
時
に
は
、
80
人
程

だ
っ
た
社
員
の
数
も

２
１
８
人
と
な
り
企

業
全
体
で
は
３
８
６

人
に
な
り
ま
し
た
。

　

取
締
役
常
務
の
中

迫
さ
ん
と
経
営
管
理

係
責
任
者
の
片
平
さ

ん
に
、
工
場
内
を
案
内
し
て
も
ら
い
ま

し
た
が
、
工
場
内
は
と
て
も
き
れ
い
で

「
く
つ
し
た
で
歩
け
る
工
程
づ
く
り
」

を
目
指
し
て
い
る
と
話
さ
れ
、
ま
た
、

壁
に
は
作
業
能
率
化
の
工
夫
と
ア
イ
デ

ア
な
ど
の
遊
び
心
が
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。

　

経
営
理
念
に
「
全
従
業
員

の
物
心
両
面
の
幸
せ
を
追
求

す
る
と
同
時
に
社
会
に
貢
献

す
る
こ
と
」
を
掲
げ
、
月
に

一
度
の
地
域
清
掃
活
動
や
交

通
安
全
週
間
に
は
横
断
歩
道
の
街
頭
立

哨
な
ど
を
行
う
な
ど
社
会
貢
献

活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て

い
ま
す
。

　

地
球
環
境
に
優
し
い
企
業
を

目
指
し
現
在
は
、
エ
コ
ア
ク
シ
ョ

ン
21
の
取
得
の
準
備
中
で
す
。

　

ま
た
、
手
話
教
室
の
開
催
で

は
、
従
業
員
が
講
師
に
な
っ
て

勉
強
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
障

害
者
雇
用
の
促
進
に
努
め
て
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
夏
ま
つ
り

の
開
催
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
の

結
成
な
ど
福
利
厚
生
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　

社
員
の
水
元
さ
ん
と
松
田
さ

ん
（
左
写
真
中
央
）

は
「
職
場
に
は
女

性
が
多
く
、
皆
さ

ん
親
切
に
仕
事
の

指
導
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
り
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
で
も
仲
良

く
し
て
い
ま
す
。

ま
た
職
場
内
も
と

て
も
キ
レ
イ
で
気

持
ち
よ
く
仕
事
も

で
き
ま
す
。
私
た

ち
に
と
っ
て
、
と

て
も
働
き
や
す
い
職
場
だ
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

会
社
全
体
が
若
々
し
く
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
満
ち
溢
れ
て
い
る
と
感
じ
た
第
1
回

の
企
業
訪
問
で
し
た
。

※
企
業
紹
介
に
登
場
し
た
い
企
業
な
ど

あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

九州ハーネス株式会社
●業種　　自動車付属部品製造業
●所在地　志布志市松山町泰野 334 の 2
●創立　　平成元年
●本社従業員　218 人（6月現在）

みんなでつくる共生・協働・自立のまちづくり
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
方
良
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
実
施

志布志企業訪門
vol.1

小出勇代表取締役

工場内はとにかくきれい

工場内の様子
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早朝からの作業の様子

シンポジウムの様子
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■問い合わせ先　教育委員会 生涯学習課　Tel 472-1111（内線 333）　

志布志創年市民大学公開講座・志布志市人権教育講演会

風の丘　阿蘇大野勝彦美術館館長
働き盛りの 45 歳。ある日、両手のない人生がはじまった…。
風の丘から　義手の画家、命と感動のメッセージ
　　　　　　大野　勝彦　講演会
■演題「みんな　やさしさの根っこでつながっている」
■日時　8月 27 日（水）　開場 17:30　開演 18:30
■会場　志布志市文化会館
■入場無料（但し、入場整理券必要）
※入場整理券は、生涯学習センター、　
生涯学習センター有明、生涯学習セン
ター松山、生涯学習課・各教育委員会
分室、各地区公民館でお求めください。
■問い合わせ先
　志布志市生涯学習センター
　　　　　　　　　　　　　　℡ 472-3050

初心者大歓迎！らくらく簡単に覚える

パソコン講習会受講生募集！
■募 集 期 間　平成 20 年 7月～ 9月
■募集講座数　１講座 20 人の 20 講座
■受 講 料　１講座 3000 円（テキスト代別途 500 円）
■会場　志布志会場（志布志市文化会館）
　　　　松山会場（松山中学校パソコン室）
■対象者　18 歳以上の方ならどなたでも。また勤務地が市
　　　　　内なら、市外の方でも受講できます。
日程表　　　　　　　　　　　　（会場：志布志市文化会館）
NO コース 期　日 時　間 申込締切
9 エクセル（中）8月19日・20日・21日・22日 18:00～ 8月14日

10 エクセル（中）8月26日・27日・28日・29日 9:00 ～ 8月21日
（会場：松山中パソコン室）

19 ワード（初） 8月27日・29日・9月3日・5日・10日・12日 19:00～ 8月23日

20 エクセル（初） 11月に開講します
■問い合わせ先
　生涯学習センター　　　℡ 472-3050
　生涯学習センター松山　℡ 481-4000

自主文化事業　松竹特別公演
一、舞踊　嘉島まつり　二、江戸みやげ狐狸狐狸ばなし

～お芝居出演者　山本陽子、中山仁ほか～
○期日　9月25日（木）　○開場  17:30　○開演  18:00
○会場　やっちくふれあいセンター
○チケット好評販売中！　料金（全席指定）  4,000 円（税込み）

○問い合わせ先
　やっちくふれあいセンター　℡ 481-4000

【チケット取扱】やっちくふれあいセンター・志布志市文化会館・くにみ書店・島津楽器・三昧堂・市役所売
店・アピア・プラッセだいわ鹿屋店・市内郵便局・チケットぴあ　ファミリーマート、サンクス・ローソン

これからの志布志創年市民大学プログラム
（予定）
No 日時 講義内容及び講師

8

9/12( 金 )
　18:50 ～

地域好学Ⅳ・しぶし IKIIKI 夢発見塾
「僕的まち歩きの楽しみ方教えま
す！」
かごしま探検の会代表理事　東川隆太郎

9/13( 土 )
　9:30 ～

地域好学Ⅴ・しぶし IKIIKI 夢発見塾
「千年商都しぶし千軒まちをサルこ
う！」
かごしま探検の会代表理事　東川隆太郎

※途中入学大歓迎です！
※プログラムは諸事情により変更されることがあり
　ます。
■問い合せ先　市民大学事務局　℡ 472-3050

～母に捧げる哀悼歌～

　吾
われ

亦
も

紅
こう

すぎもとまさと
with SUGIMOTO BANDO

九州内初公演！ファン待望の地方初公演に
　　　　　　　　　　　ご期待ください！

志布志市自主文化事業
チケット好評発売中！
　全席指定￥4,000（税込）
　　  （当日￥4,500（税込））
■問い合わせ先
　志布志市文化会館　℡ 472-3050

10 月 13 日（月・祝）
17 時 30 分（開場 17 時）

志布志市文化会館

　

松
山
町
の
尾
野
見
か
ら
志
布
志
へ
向
か

う
道
路
（
県
道
柿
木
ー
志
布
志
線
）
は
、

江
戸
時
代
、
志
布
志
津つ

と
日ひ

ゅ
う
が
も
ろ
か
た

向
諸
県
の
中

心
だ
っ
た
都
城
と
を
つ
な
ぐ
「
庄

し
ょ
う
な
い
か
い
ど
う

内
街
道
」

と
呼
ば
れ
た
主
要
街
道
で
、上か

み
が
た方

（
京
都
・

大
阪
）
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
中
央
の
文
化

や
物
資
が
下
り
、
日
向
諸
県
全
域
か
ら
集

め
ら
れ
た
藩は

ん
ま
い米
や
地
方
の
産
物
が
上
っ
て

い
く
、
往お

う
ら
い来
の
多
い
道
で
し
た
。

　
「
庄
内
街
道
」
は
、
都
城
か
ら
今
町
・

末
吉
・
檍

あ
お
き
・
坂
元
・
狩
川
・
泰
野
・
尾
野

見
・
柳
を
経
て
志
布
志
麓ろ

く

へ
通
じ
て
い
ま

し
た
。

　

現
在
の
県
道
は
、
昔
の
「
庄
内
街
道
」

の
不
便
な
と
こ
ろ
を
、
時
代
と
共
に
改
良

を
重
ね
、
出
来
る
だ
け
直
線
的
に
、
橋
を

架か

け
、
道
幅
を
広
げ
、
そ
し
て
舗ほ

そ
う装
し
て

今
の
姿
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
一
里
塚
と
は
、
大
き
な
道
路

た 

の

　

ま
た
、
一
里
塚
は
道
を
挟は

さ

ん
で
両
側

に
、
対つ

い

で
設
置
さ
れ
る
の
が
本
来
の
姿
で

す
が
、
旧
街
道
が
そ
の
ま
ま
現
在
の
道

路
と
重
な
っ
て
い
る
場
合
、
道
路
工
事
や

畑
の
工
事
等
に
よ
っ
て
、
片
方
の
塚
だ
け

残
っ
た
り
、
両
方
と
も
消

し
ょ
う
め
つ滅
し
て
し
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
多
く
、
現
在
ま
で
昔
の
姿

で
残
っ
て
い
る
の
は
大
変
貴
重
な
こ
と
で

す
。

　

江
戸
時
代
、「
庄
内
街
道
」
に
設
置
さ

れ
た
一
里
塚
は
、
今
は
、
ど
う
な
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。

　

今
町
の
一
里
塚
は
、
ほ
ぼ
昔
の
ま
ま
の

姿
で
残
っ
て
お
り
、
九
州
で
は
唯
一
の
国

指
定
文
化
財
（
史
跡
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、『
松
山
町
郷
土
史
』に
よ
る
と
、

末
吉
の
川
門
の
一
里
塚
は
片
方
だ
け
が
残

り
、坂
之
上
の
一
里
塚
は
戦
後
破
壊
さ
れ
、

狩
川
の
も
の
は
不
明
で
あ
り
、
尾
野
見
の

中
原
の
一
里
塚
は
道
路
工
事
に
よ
っ
て
失

わ
れ
、
現
在
は
標
柱
に
よ
っ
て
そ
の
位
置

を
知
る
こ
と
が
出
来
る
だ
け
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

さ
て
、
銭
ケ
迫
の
一
里
塚
に
つ
い
て
で

す
が
、柳
橋
の
松
山
側
の
交
差
点
を
西
に
、

中
村
方
面
へ
坂
道
を
登
っ
て
い
く
と
、
坂

の
途
中
に
白
い
標
柱
が
建
っ
て
い
ま
す
。

　

南
側
を
流
れ
る
安
楽
川
に
向
か
っ
て
少

し
下
っ
た
所
に
一
里
塚
が
残
っ
て
い
ま

す
。

　

九
メ
ー
ト
ル
程
の
間か

ん
か
く隔
で
二
つ
の
塚
が

築
か
れ
て
い
ま
す
。

　

塚
の
大
き
さ
は
、
非
常
に
小
ぶ
り
な
も

の
で
す
が
、
本
来
は
、
直
径
四
メ
ー
ト
ル

近
い
饅

ま
ん
じ
ゅ
う
が
た

頭
型
の
土
盛
り
で
あ
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
一
里
塚
が
、
小
ぶ
り
な
が
ら
も
現

存
し
て
い
る
こ
と
は
大
変
貴
重
な
こ
と

で
、
こ
れ
が
残
っ
た
理
由
は
、
こ
の
場
所

が
、
近
代
的
な
道
路
の
路
線
か
ら
外
れ
た

不
便
な
場
所
だ
っ
た
こ
と
が
、
幸
い
し
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

現
在
は
、
こ
の
上
の
松
山
町
側
の
台
地

も
畑
の
整
備
が
行
わ
れ
、
旧
街
道
の
面お

も
か
げ影

は
ど
こ
に
も
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
昔
は
、

そ
の
沿
道
に
は
松
並
木
が
あ
っ
た
そ
う
で

す
。

　

旧
街
道
は
、
こ
の
二
つ
の
塚
の
間
を

通
っ
て
、
安
楽
川
に
向
か
っ
て
下
っ
て
行

き
、
川
の
浅
瀬
を
渡
っ
て
、
柳
の
台
地
に

登
っ
て
行
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
志
布
志
で
は
、
こ
の
街
道
と

は
別
に
、「
Ｊ
Ａ
そ
お
鹿
児
島
・
志
布
志

事
業
所
」
近
く
の
交
差
点
辺あ

た

り
を
指さ

し

て
、「
ふ
た
っ
ま
ん
じ
ゅ
」（
二
つ
饅
頭
）

と
云い

う
呼
び
方
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
も
、
岩
川
・
福
山
方
面
へ
向
か
う

旧
街
道
に
築
か
れ
た
一
里
塚
が
あ
っ
た

名な

ご残
り
と
思
わ
れ
ま
す
。

の
側
に
一
里
（
四
キ
ロ
）
毎
に
旅
行
者
の

目め
じ
る
し印

と
し
て
設
置
し
た
塚
（
土
盛
り
）
の

こ
と
で
、
江
戸
時
代
に
、
全
国
的
に
整
備

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
里
塚
に
は
、
榎

え
の
き

や
桜
な
ど
の
樹
木
が

植
え
ら
れ
、
木こ

か
げ陰

で
旅
人
が
休
息
を
取
れ

る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

現在も当時の姿を留める銭ケ迫の一里塚

■
第
四
話　

「
銭ぜ

に
が
さ
こ

ケ
迫
の
一い

ち
り
づ
か

里
塚
」

教育委員会情報ネット



郵便はがき

お手数ですが

50円切手を

お貼りください

志布志市役所総務課

秘書広報係　行

８９９ ７４９２- ●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合、実名で掲載いたします

●ご住所

●電話番号（　　　　）　　－

※この宿泊券は平成 20 年 12 月 30 日まで有効です。（ただ
　し休前日のご利用は除きます）

　お便りをくださった方の中
から抽選で 5人にひまわり券 5
枚を 1人にボルべリアダグリ 1
泊 2 食ペア宿泊券をプレゼン
トします（発表は発送をもって
かえさせていただきます）

ボルべリアダグリペア宿泊券

（No.032/2008-08）

　　　美希さん　　　　　　　　　　　　20 歳（松山町）
勤務先：西光保育園
趣味：ピアノ、バレーボール、カラオケ、食べること♡
余暇の過ごし方：買い物をしたり友達と遊んだり、家でのんびりしています。
理想の異性：優しくて面白い人！
今のお仕事はどうですか：
保育はとても奥が深く、日々勉強です。ものすごくやりがいを感じています☆
夢は：早く一人前の保育士になりたいです。
志布志市に何を望みますか：
子どもたちが安心して遊ぶことができる志布志市になりますように！
先輩（池田先生）から一言：
　「ワハハハ」と大きな口で笑うところがかわいい美希先生。
　これからもたくさんの事を学んで日々成長してくださいね！
　チョコレートはほどほどに（笑）♡

キラリ青春に登場してくださる方を募集
しています。自薦他薦は問いません。市
報担当までご連絡ください。
　　■連絡先　℡ 474-1111（内線 215）

〒 899-7101　志布志市志布志町夏井 203
　℡ 099-472-1478　Fax 099-472-1479
　○チェックイン　15 時　○チェックアウト　10 時
　○日帰り入浴（天然温泉）　10:00 ～ 23:00

伊勢海老づくし
○ 8月 30 日（土）～ 11 月 30 日（日）
○1泊2食　13,500円～（休前日は1,000円アップになります）
○要予約
■おしながき

　前菜　伊勢海老と秋野菜の奉書巻き

　小鉢　伊勢海老といくらのみぞれ和え

　造り　舟盛り　伊勢海老、地魚

　温物　伊勢海老天ぷらの玉子〆め

　御飯　伊勢海老リゾット

　汁物　伊勢海老の味噌汁

　香物　2種盛り

　果物　季節物

※尚、お食事のみでもご利用できます。（要予約）
　日帰りプランもご用意しております。（要予約）

　　　巽
たつみ

さん（91 歳）　ツユさん（87 歳）　　　　   松山町新橋
「強い精神力があればカゼもひかないし病気にかかることもない」
と笑顔で話す巽さん。時間があれば、草むしりをしたり庭の手入れ

をする元気なおじいちゃんです。
　昨年までは自動車を自ら運転して少し離れたスーパーに買い物に行っ

ていましたが、家族の勧めもあり今年の 2月に運転免許証を自主返納しまし
た。そのため最近は近くにあるスーパーに散歩を兼ねて買い物に行きます。

　テレビで大リーグの野球観戦が楽しみで、松井秀樹選手の所属するヤンキース
の応援をするのが日課になっています。
　第二次世界大戦中には、弟や近所の方も戦死し、川上さんにも昭和 20 年 8月 5
日に召集令状が届き 8月 15 日に戦地で終戦を迎えロシアで捕虜生活を送った経験
もあり、現在の平和な日々はとても幸せだといいます。
　最近は、定年退職した子ども夫婦が帰ってきたためにとても心強いといい、ひ
孫の成長を楽しみに毎日の幸せを感じながら心豊かに暮らしています。

　　　衣
え り か

李加さん（7歳）
舞
ま き

貴ちゃん（6歳）　光
こうたろう

太郎ちゃん（4歳）
明
あきな

奈ちゃん（3歳）　　　（松山町泰野）
父　晃治さん　母　あゆみさん

　毎日よくケンカもしますが、いざと
いう時は姉弟思いの子ども達 4人組み
です。それぞれ性格も違うので親の私
たちも子どもは面白いなぁと思いつつ
子育てしています。
　これから先もケンカも時々しながら
姉弟の絆を大切にして心も体も大きく
大きく成長していってほしいと思いま
す。　　　　　　　　　　（両親より）

　　　夕
ゆうく

琥ちゃん（2歳）
　　　篤

あれん

蓮ちゃん（1歳）  （有明町野井倉）
父　直輝さん　母　梨奈さん

　お歌と踊りが大好きな、仲良しのゆうくん
とあーちゃん♡毎日、おうちの中をにぎやか
にしてくれます。これからも 2人仲良く思い
やりのある、優しい心の子に育ってね♡
　パパとママはゆうくとあれんの笑顔が大好
きです！！　　　　　　　　　　　（両親より）

市
民
の
広
場

2008.8 ■市報しぶし　2424　市報しぶし■ 2008.7

7 月の歯科検診で
むし歯の無かった
子どもたちです。

村上真
ま き

希ちゃん井上汐
し お ん

音ちゃん岩本はるかちゃん

米丸海
か い と

音ちゃん土井みかさちゃん

南稜
りょうま

真ちゃん

吉田彩
あ や の

乃ちゃん猪俣菜
な な み

々美ちゃん 成山理
り の

乃ちゃん上江洲祐
ゆうた

太ちゃん 福元魁
かいせい

政ちゃん中村彩
あ や の

乃ちゃん

丸野心
こ は る

春ちゃん園田陽
ひ れ ん

蓮ちゃん 若松彩
あ や と

生ちゃん

市
民
の
広
場

読者プレゼント

読者プレゼント 　　　瑠
る か

華ちゃん（11 か月）
　　　　　　　　（志布志町田之浦）
父　政和さん　母　美咲さん

　パパの顔マネやテーブルに上るのが好きな
好奇心旺盛な瑠華♡いつも笑顔でみんなを笑
わせてくれるよね。8月 15 日で 1才！！じい
じの還暦と一緒にお祝いしようね！これからも
活発で笑顔が素敵な瑠華でいてネ♡
　それから、来年産まれてくるきょうだいと仲良
くしてね！お姉ちゃん♡（両親より）

あ
た
や
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川
柳
（
志
布
志
川
柳
会
）

お
す
そ
わ
け
一
人
暮
ら
し
の
輪
を
広
げ	

江
藤　

房
子

赤
い
糸
堅
く
結
ん
で
五
十
年	

福
山　

吉
連

胃
カ
メ
ラ
は
我
が
不
摂
生
大
写
し	

末
永　

一
雄

蝉
し
ぐ
れ
今
が
チ
ャ
ン
ス
と
お
湯
め
ぐ
り	

上
田　

和
市

ぞ
く
ぞ
く
と
食
品
偽
装
あ
と
絶
た
ず	

坂
元　

俊
幸

親
友
は
顔
も
知
ら
な
い
メ
ー
ル
友	

上
東
マ
キ
エ

穀
物
の
高
値
子
牛
の
値
に
ひ
び
き	

高
田　

昭
秋

物
価
高
や
り
く
り
主
婦
が
ね
を
あ
げ
る	

高
田　

秀
雄

三
猿
の
気
持
ち
に
さ
せ
る
物
価
高	

赤
池　

忠
重

何
も
か
も
値
上
げ
ま
き
こ
む
原
油
高	

内
山　

幸
夫

短
歌
（
南
船
志
布
志
短
歌
会
）

起
き
し
な
に
洗
ふ
病
衣
は
八
十
路
越
す
二
ツ
の
命
泡
を
吹
き
合
ふ	

竹
永　

南
海

青
梅
を
が
ぶ
り
と
噛
ん
で
思
惟
す
る
ふ
り
む
く
ほ
ど
の
風
の
音
あ
り	

暉
峻　

康
瑞

「
ば
あ
ば
あ
」と
呼
ば
れ
振
り
向
く
吾
が
前
を「
じ
い
じ
」目
掛
け
て
走
り
ゆ
く
孫	

池
ノ
上
一
枝

ぎ
こ
ち
な
く
腕
に
い
だ
き
し
み
ど
り
子
の
ぐ
ず
る
力
に
我
あ
わ
て
ゐ
つ	

岡
元　

初
子

河
鹿
鳴
く
川
を
巧
に
犬
よ
ぎ
る
ひ
と
と
き
吾
の
力
漲
る	

折
田　

す
ず

水
の
星
飛
び
出
し
て
星
出
さ
ん
人
口
の
星
を
作
り
に
加
わ
る	

児
玉　

末
子

長
女
五
歳
次
女
三
歳
の
写
し
絵
を
め
く
り
今
宵
の
夜
も
更
け
た
り	

竹
永　

里
子

初
夏
と
な
り
金
木
犀
の
若
葉
萌
ゆ
昼
の
日
射
し
に
ぎ
ら
ぎ
ら
光
る	

外
山　

善
恵

朝
な
さ
な
我
を
起
す
や
三
毛
猫
よ
は
り
戸
の
外
ゆ
泣
き
止
ま
ぬ
な
り	

西
江
美
津
子

楓
の
秀
に
竹
ト
ン
ボ
さ
ま
の
朱
の
花
は
種
を
孕
み
て
雨
に
も
凜
と	

林　
　

静
子

三
歳
に
満
た
ぬ
孫
持
つ
老
い
二
人
後
期
高
齢
目
つ
む
り
受
け
む	

平
川　

澄
子

今
日
も
ま
た
無
駄
な
時
間
を
過
し
た
と
悔
や
む
想
い
が
無
駄
で
は
な
い
か	

益
倉　

睦
美

車
窓
よ
り
見
渡
す
か
ぎ
り
の
麦
畑
関
東
平
野
足
利
の
里	

松
下　

芙
美

わ
が
物
と
ば
か
り
に
猫
は
の
び
の
び
と
昼
寝
し
て
お
り
置
き
忘
れ
の
花
に	

松
田　

和
子

季
を
終
へ
崩
れ
散
り
た
る
赤
き
ば
ら
雨
後
の
狭
庭
に
再
び
の
彩	

宮
原　

順
子

や
う
や
く
に
芽
立
て
る
蓬
を
摘
み
ゆ
く
に
よ
し
て
く
れ
と
か
聞
え
る
や
う
な	

山
田　

和
子

木
枯
し
に
木
の
葉
散
り
に
し
街
路
樹
よ
車
少
な
し
原
油
高
騰
に	

山
元
ハ
ツ
ミ

左
足
そ
し
て
右
足
息
き
ら
し
坂
登
る
ご
と
八
十
路
を
生
き
る	

若
松
田
鶴
子

8 月 31 日（日）
9:00 ～ 12:00

志布志市健康ふれあいプラザ

第３回志布志市

■体験コーナー
　作ってみよう非常食　ＡＥＤ　作ってみようクラフト
■無料コーナー
　かき氷　ポップコーン　わたあめ　すいか割り
■各種相談コーナー
　健康相談　介護相談　血圧測定
※福祉施設特産品販売もあります。

ボランティア事例発表
アトラクション

■問い合わせ先　志布志市社会福祉協議会　℡ 472-1800

バザー
もあるよ

俳
句
（
は
つ
は
な
俳
句
会
）

灯
お
と
せ
ば
人
恋
し
か
り
遠
蛙	

飯
野
澄
美
子

朝
刊
の
か
す
か
に
重
き
梅
雨
湿
り	

八
久
保
千
鶴
子

葱
の
芽
の
針
千
本
と
対
峙
か
な	

本
村　

湧
水

梅
雨
最
中
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
ふ
る
回
転	

春
日　

ふ
く

梅
干
を
誉
め
て
く
れ
た
る
人
に
漬
け	

坂
中　

恭
子

病
得
て
自
問
自
答
の
梅
雨
の
空	

坂
元　

幸
子

花
祭
稚
児
と
甘
茶
と
花
嫁
と	

春
田　

良
子

夏
痩
せ
と
信
じ
握
っ
た
彼
女
の
手	

本
村
多
可
子

も
っ
と
楽
し
いコ
ー
ナ
ー
を
！

　
「
市
報
し
ぶ
し
」
毎
月
、
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
毎
号
、
隅
々
ま
で
読
ん

で
い
て
思
う
の
で
す
が
、行
政
が「
ど
ー

の
こ
ー
の
」
と
い
う
お
堅
い
話
だ
け
で

な
く
、
も
っ
と
楽
し
い
コ
ー
ナ
ー
も

作
っ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　

例
え
ば
、
グ
ル
メ
情
報
！

　

誰
も
が
知
っ
て
い
る
評
判
の
お
店
で

は
な
く
、
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
美

味
し
い
情
報
を
掲
載
し
て
も
ら
え
る

と
、
休
日
の
楽
し
み
が
増
え
る
の
で
す

が
・
・
・
ぜ
ひ
、
ご
検
討
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
食
い
し
ん
坊
さ
ん
31
歳
女
性
）

　
　
　
　

▼

　

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
報
で
は
、
行
政
の
情
報
を
市
民
の
皆

様
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
と
い
う
役

割
が
あ
る
た
め
、
ど
う
し
て
も
堅
い
話

に
な
り
が
ち
で
す
。
今
月
か
ら
市
内
の

元
気
な
企
業
の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
な
か
で
、
飲
食
業
等
も
紹
介
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
素
敵
な
お

店
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
皆
様
の
紹
介
を

お
願
い
し
ま
す
。

明
る
く
さ
わ
や
か
な
接
遇
を
！

　
〝
明
る
く
さ
わ
や
か
～
〟
志
布
志
湾

に
似
た
イ
メ
ー
ジ
を
い
つ
も
感
じ
て
い

た
い
…
。
そ
ん
な
志
布
志
市
に
期
待
し

て
い
ま
す
。市
役
所
は
、そ
の
第
一
線
！

窓
口
職
員
は
、
そ
の
象
徴
的
存
在
で
あ

る
べ
き
で
す
。

　

先
日
、
所
用
で
、
と
あ
る
課
の
窓
口

に
行
く
と
後
方
よ
り
ス
ー
ッ
と
受
付
に

立
ち
、
私
が
用
件
を
申
し
上
げ
る
と

黙
っ
て
書
類
と
ペ
ン
を
渡
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
間
ず
っ
と
無
言
で
す
。
ま
た
、

書
類
を
書
い
て
い
る
間
、
隣
に
来
庁
者

が
あ
り
、
こ
れ
に
対
応
し
た
女
性
職
員

も
、
第
一
声
を
言
っ
た
の
で
し
ょ
う
が

「
も
ご
も
ご
」と
意
味
不
明
。
大
変
が
っ

か
り
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
庁
舎
内
が

全
体
的
に
暗
い
感
じ
を
受
け
ま
し
た
。

　

せ
め
て
、
職
員
の
方
々
が
「
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
。
ご
用
件
を
お
伺
い
し
ま

す
」
程
度
の
言
葉
が
使
え
な
い
も
の
か

と
思
い
ま
す
。次
回
訪
れ
た
と
き
は「
明

る
く
、
さ
わ
や
か
な
」
市
役
所
で
あ
っ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

（
ひ
ま
わ
り
さ
ん
45
歳
女
性
）

　
　
　
　

▼

　

市
職
員
の
接
遇
で
不
愉
快
な
思
い
を

さ
れ
た
と
の
こ
と
、
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。
市
役
所
職
員
一
人
ひ
と
り
が
更

に
接
遇
の
向
上
を
心
が
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
お
気
づ
き
の
点

な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
便
り
を
お
願

い
し
ま
す
。

御
在
所
岳
の
風
に
乗
っ
て

　

田
之
浦
の
中
心
に
〝
で
～
ん
〟
と
？

御
在
所
岳
が
あ
り
、
そ
の
麓
に
７
月
号

の
表
紙
に
始
ま
り
特
集
「
一
人
ひ
と
り

に
届
く
学
び
の
場
を
！
」
で
登
場
し
た

少
人
数
で
す
が
、
大
き
な
学
校
に
負
け

な
い
田
之
浦
小
学
校
が
あ
り
ま
す
。

　

紹
介
さ
れ
て
い
る
通
り
の
学
校
で

す
。
市
報
を
拝
読
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん

「
ゆ
っ
く
り
」「
く
り
返
し
」
田
之
浦
小

学
校
が
頭
の
中
に
の
こ
る
よ
う
に
読
ん

で
く
だ
さ
い
。

　

関
西
に
住
ん
で
い
る
娘
に
も
送
っ
て

見
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
志
布
志
の
御
在
所
岳
さ
ん
67
歳
女
性
）

　
　
　
　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

御
在
所
岳
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
る
と
お

り
、
田
之
浦
小
学
校
の
児
童
は
目
が
キ

ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
元
気
な
子
ど
も
た
ち

で
し
た
。
市
報
し
ぶ
し
で
は
、
市
民
の

皆
様
の
気
に
な
る
情
報
を
積
極
的
に
特

集
に
し
て
い
ま
す
。
市
の
施
策
等
で
特

集
し
て
ほ
し
い
も
の
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
お
便
り
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
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市
民
の
広
場

↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます。）

お便り
お待ちしています
市報しぶしを読んだ感想や今後取り
上げて欲しい特集、志布志市に対す
るご意見等何でもお好きなことを書
いてください。（内容によっては一部
修正して掲載する場合もあります）
…………………………………………
いただいた「お便り」は「市民
のこえ」コーナーに掲載いたし
ます。（お便りが多数の場合には
担当にて選考のうえ掲載します。
内容につきましては紙面の都合
で割愛する場合があります）

お便り市民のこえに今月は 5通のお便りを頂きました。読者プレゼントのひまわり券
は 5人の方に差し上げます。（住所・氏名・ご意見の記入をお願いします。）

森山川を眺める子どもたち

Japqnese poem
 of 31 syllables *Haiku poem

 * Com
ic Haiku *2008.8



■問い合わせ先　企画政策課　℡ 474-1111（内線 252）
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申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
で
は
ご
覧
に
な
れ

ま
せ
ん
。

知っていますか？警察相談 #9110
　９月 11 日は「警察相談の日」
　警察は、次の相談に応じています。
●犯罪等による被害の未然防止に関する相談
●県民の安全と平穏に関する相談
■相談窓口
●警察総合相談電話
　#9110（099-254-9110）
●志布志警察署安全相談係
　　　　　　   472-0110

～事件・事故は 110 番、相談は #9110 番～
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C
ity

 in
f
o
r
m

a
tio

n

応援してください

　

鹿
児
島
県
と
協
力
し
て
行
っ
て
い
る
取

り
組
み
を
「
か
ご
し
ま
応
援
寄
附
金
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。
頂
い
た
寄
附
金
は
左
図

の
よ
う
な
流
れ
で
市
と
県
に
分
配
さ
れ
ま

す
。
ま
た
税
の
軽
減
を
受
け
る
に
は
、
確

定
申
告
等
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
頂
い
た
寄
附
金
の
使
い
道
と

し
て
魅
力
あ
る
施
策
を
打
ち
出
し
て
お

り
、
こ
の
使
い
道
に
つ
い
て
は
指
定
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
寄
附
者
の

「
福
祉
の
た
め
に
」「
未
来
の
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
」
と
い
う
よ
う
な
思
い
に
沿
っ

て
、
市
は
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
い
た
だ
い
た
寄
附

金
の
５
千
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、

所
得
税
及
び
住
民
税
の
軽
減
の
対
象
に
な

り
ま
す
。
お
お
よ
そ
の
計
算
方
法
に
つ
い

て
は
下
図
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

寄
附
金
の
１
０
０
㌫
を
志
布
志
市
へ
直

接
寄
附
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で

す
。
こ
の
場
合
、
志
布
志
市
の
寄
附
手
続

き
に
よ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
直
接

市
役
所
企
画
政
策
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
市
外
の
方
に
も
こ
の
取
り
組

み
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
お
知
ら
せ
を
し
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
な
ど
で
市
外
の
方
々
と
お
集
ま

り
に
な
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
こ
の

取
り
組
み
を
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

かごしま応援寄附金のしくみ

※寄付金の 100％を志布志市へ直接寄附していただくことも可能です。その場合、
　志布志市の寄附手続きによることになりますので、直接、市役所企画政策課まで
　問い合わせください。

鹿
児
島
県

税
務
署
等

確定申告等

税の軽減

①

②

③

④

40％

60％

県の施策に活用

市町村
　の施策に活用

　　　志布志市を指定して

ください。指定のない場合は

1/4 を均等割、3/4 を人口割で

　　市町村に配分されます。

寄附金

受領証明書

ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
は
鹿
児
島

県
と
協
力
し
て
行
っ
て
い
ま
す

ふ
る
さ
と
納
税
は
使
い
道
を
指
定

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
税
軽
減
の

仕
組
み

ふ
る
さ
と
納
税
は
市
へ
直
接
寄
附

し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す

ふ
る
さ
と
納
税
を
ぜ
ひ
ご
紹
介
く

だ
さ
い

税の軽減のしくみ
　寄附金のうち 5,000 円を超える部分につい
て、所得税と個人住民税の軽減を受けること
ができます。また、軽減額の上限は、おおむ
ね個人住民税の所得割額 1割となります。

【例】夫婦と子ども 2人（小学生と高校生）がいる

サラリーマンで年収 700 万円（所得税率 10％）個

人住民税所得割額が 293,500 円の方が 30,000 円を

寄附した場合

寄付額　30,000 円

寄附控除対象額　25,000 円
自己負担
  5,000 円

住民税の税額控除
　　　　22,500 円

所得税からの税額軽減　2,500 円

※所得税と住民税を合わせて 25,000 円の軽減

志のまち「しぶし」を ふるさと納税制度

  
　ひまわりはキク科の一年草です。一つの大
きな花が咲いているように見えるますが、頭
状花序と呼ばれる多数の花が集まって一つの
花の形を作っているものです。太陽の動きに
つれてその方向を追うように花が回ると思わ
れますが、実際は太陽を追って動くのは生長
が盛んな若い時期だけです。
　市の花にもなっており、太陽をイメージさ
せる明るさや空に向かってまっすぐ伸びる姿
勢は未来は躍進する志布志市と重なります。

市の人口　　6月 30 日現在
人　口	 34,842 人	 	 （△ 24）
    男	 16,373 人	 	 （△ 30）
    女	 18,469 人	 	 （6）
転　入	 65 人	 　転　出	 　73 人
出　生	 17 人	 　死　亡	 　33 人
世帯数	 15,683 戸	 	 （4）

 志布志港　平成 20 年 5月分

　①入港隻数	 	 61 隻
　　（日本 4、外国 57）
　②輸出	 9 億 68 百万円
　③輸入	 123 億 03 百万円

資料　鹿児島税関支署

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ふるさと納税制度とは、ふるさとに貢献したい、応援したいという気持ちを持った方から寄附金を頂くことで、

その分住民税などを軽減する仕組みです。

尾野見大続集落のひまわり畑



保
険
料
の
免
除
制
度
に
つ
い
て

　

保
険
料
の
納
付
が
経
済
的
に
困
難
な
場

合
、
保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
本
人
の
申
請
手
続
き
に
よ
っ
て
、

保
険
料
の
納
付
が
「
免
除
」「
一
部
納

付
（
一
部
免
除
）」
又
は
「
猶
予
」
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
承
認
に
は

所
得
の
他
、一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

①
全
額
免
除

　
（
保
険
料
の
納
付
は
全
額
免
除
さ
れ
ま
す
）

②
一
部
納
付
（
１
／
４
免
除
）

　

毎
月
の
保
険
料
１
万
８
１
０
円

③
一
部
納
付
（
半
額
免
除
）

　

毎
月
の
保
険
料
額
７
２
１
０
円

④
一
部
納
付
（
３
／
４
免
除
）

　

毎
月
の
保
険
料
額
３
６
０
０
円

　

な
お
②
～
④
の
保
険
料
は
２
年
を
経

過
す
る
と
時
効
で
納
め
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
納
付
は
お
早
め
に
お
願
い

し
ま
す
。

※
保
険
料
の
免
除
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
市
役
所
（
本
庁
、
松
山
支
所
、
志

布
志
支
所
）
か
鹿
屋
社
会
保
険
事
務
所

（
℡
０
９
９
４
ー
42
ー
５
１
２
１
）
で
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
！

　

国
民
年
金
は
、
や
が
て
訪
れ
る
長
い

老
後
や
、
生
活
の
安
定
を
損
な
う
よ
う

な〝
万
が
一
〟の
事
態
に
備
え
、
保
険
料

を
出
し
合
い
、
お
互
い
を
支
え
合
う
制
度

で
す
。
20
歳
に
な
っ
た
ら
、
忘
れ
ず
に
国

民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
！

■
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
は
、
ど
こ

　

で
行
え
ば
い
い
の
？

　

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
は
、
市
役
所

の
国
民
年
金
担
当
窓
口
又
は
社
会
保
険
事

務
所
で
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
時
間
に
余
裕
が
な
く
、
窓
口
ま
で
お

越
し
頂
く
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

郵
送
に
よ
り
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
毎
月
の
保
険
料
は
い
く
ら
？

　

国
民
年
金
の
保
険
料
（
定
額
）
は
、

毎
月
１
万
４
４
１
０
円
で
す
。
な
お
、

保
険
料
を
ま
と
め
て
前
払
い
す
る
こ
と

に
よ
り
割
引
さ
れ
る
前
納
制
度
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
定
額
保
険
料
に
加
え
て

月
額
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納
付

さ
れ
る
と
、
将
来
老
齢
基
礎
年
金
に
加

え
て
付
加
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
付
加
年
金
は
「
２
０
０
円
×
納
付
月

数
」
で
計
算
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
10
年

間
納
付
（
４
万
８
０
０
０
円
）
さ
れ

た
場
合
の
付
加
年
金
額
は
一
年
間
に

２
万
４
０
０
０
円
で
す
。
付
加
保
険
料

を
納
付
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
定
額
保

険
料
を
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必

要
で
す
。
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■児童扶養手当
●手当を受けることができる人
次にあてはまる場合の児童を監護している母、又は養育者
（児童とは 18 歳の年度末まで。重度の障害がある場合は
20 歳まで。）
・父母が婚姻を解消した後、父と生計を同じくしていない場合
・父が死亡した場合・重度の障害にある場合・生死が明ら
　かでない場合・１年以上遺棄している場合・１年以上拘
　禁されている場合
・母が婚姻によらないで出生した場合
●ただし、次にあてはまる場合は支給されません
・対象児童が施設等に入所している場合
・母又は養育者が公的年金の給付を受けることができる場合
・母に事実上婚姻状態にある人がいる場合
■ひとり親家庭医療費助成
●助成を受けることができる人
　次にあてはまる場合の児童を監護しているひとり親家庭
（父子家庭、母子家庭）、又は父母のいない児童（児童とは
18 歳の年度末まで。）
・父母が婚姻を解消した後、父又は母と生計を同じくして
　いない場合・死亡した場合

・父又は母が死亡した場合・重度の障害にある場合・生死
　が明らかでない場合・１年以上遺棄している場合・１年
　以上拘禁されている場合
・母が婚姻によらないで出生した場合
●ただし、次にあてはまる場合は助成されません。
・対象児童が施設等に入所している場合
・父又は母に事実上婚姻状態にある人がいる場合
■特別児童扶養手当
●手当を受けることができる人
　20 歳未満で、精神又は身体に、中度又は重度の障害の
　ある児童を監護している親、又は養育者
●ただし、次にあてはまる場合は支給されません
・対象児童が施設等に入所している場合
・対象児童が障害を支給事由とする公的年金の給付を受け
　ることができる場合
■手当や助成を受けるには…
　市役所へ、関係書類等を添えて請求手続きが必要です。
■問い合わせ先（詳細につきましては、お問い合わせください。）
　志布志市役所　福祉課　℡ 474-1111（内線 174）
　松山支所　　　福祉課　℡ 487-2111（内線 275）
　志布志支所　　福祉課　℡ 472-1111（内線 204）

８月は『児童扶養手当の現況届』『ひとり親家庭医療費助成の現況届』『特別児童扶養手当の所得状況届』の提出月間です！
（該当する方には、通知を送付しますので、必ず提出してください）

みんなの国保！
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今月の納税	 納付期限　9 月 1 日（月）　     口座振替日　8 月 25 日（月）
	 口座振替をされる方は、口座振替日の前日までに残高確認をお願いします。

国民健康保険税（4 期）　介護保険料（4 期）　後期高齢者医療保険料（4 期）　市県民税（2 期）

住
宅
熱
損
失
防
止
（
省
エ
ネ
）
改
修
に

伴
う
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置

　

平
成
20
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
平
成
20

年
１
月
１
日
以
前
か
ら
市
内
に
所
在
す
る
住

宅
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）
の
う
ち
、
平
成
20
年

４
月
１
日
か
ら
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
の
間

に
一
定
の
熱
損
失
防
止
（
省
エ
ネ
）
改
修
工
事

を
行
っ
た
場
合
、
改
修
工
事
が
完
了
し
た
年
の

翌
年
度
分
の
み
固
定
資
産
税
（
当
該
住
宅
の

１
２
０
㎡
の
床
面
積
相
当
部
分
ま
で
）
を
３
分

の
１
減
額
し
ま
す
。

■
減
額
の
対
象
と
な
る
住
宅

●
平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
住

　

宅
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）。

●
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
22
年
３
月
31

　

日
ま
で
に
減
額
対
象
と
な
る
工
事
が
行
わ
れ

　

た
も
の
で
あ
る
こ
と
（
外
気
等
と
接
す
る
も

　

の
の
工
事
に
限
る
）。

■
減
額
さ
れ
る
期
間
及
び
対
象
面
積

●
改
修
工
事
が
完
了
し
た
年
の
翌
年
度
に
限

　

り
、１
戸
当
た
り
１
２
０
㎡
を
限
度
と
し
て
、

　

当
該
家
屋
に
か
か
る
固
定
資
産
税
を
１
／
３

　

減
額
し
ま
す
。

※
減
額
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き
等
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
次
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

■
申
告
・
問
い
合
わ
せ
先

●
市
役
所
税
務
課
固
定
資
産
税

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
５
５
）

※
そ
の
他
、
各
支
所
税
務
課
で
も
申
告
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
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国民健康保険・長寿（後期高齢者）医療制度の入院時の
『限度額適 用・標 準負担額減額認定証』の申請についてのお知らせ

「市民総参加健康づくり推進（仮称）ひまわり元気委員会」のメンバー募集！
　志布志市ではみんなが毎日元気に笑顔で暮らせるまちを目指しています。そこで、市民総参加で健康づくり
を推進するために、市民の皆さんから直接、健康づくりに関するご意見・ご提案をいただき、企画・実践して
いく組織として「市民総参加健康づくり（仮称）ひまわり元気委員会」を立ち上げることにしました。
　保健課では、（仮称）ひまわり元気委員会の委員を下記要領で公募します。市民の健康づくりに関心のある方
のご応募をお待ちしています。
■募集人員　　50 人　	 　　■募集締切　　9月 1日（月）まで
■応募資格　　18歳以上の市内在住者または市内に勤務されている方
■会議回数　　9月下旬に第１回、以後は月に１回程度
■参加費　　　ボランティア参加でお願いします。
■応募方法　　電話やファックスでお気軽にご応募く
　　　　　　　ださい。メールでの応募も受付けます。
　　　　　　※募集は先着順 50 人で締め切りとなります。

市民の健康づくり推進アイデアを募集します！
　市民の健康づくり推進につながるユニークなアイデアを募集します。
一人ひとりが取組めること、家族で取組めること、地域や団体で取組
めること志布志市全体で取組めることや年齢によって取組めるものな
ど何でもかまいません。健康づくり推進につながるあなたのアイデア
をお待ちしています。
■募集締切　9月 30 日（火）まで
■応募方法　電話やファックスでお気軽にご応募ください。メールで
　の応募も受付けます。

■応募及び問い合わせ先　志布志市役所保健課　	 ℡ 474-1111 内線 122・164　Fax 474-2281
	 	 	 	 	 メールアドレス　hoken@city.shibusi.lg.jp

高い医療費
みんなで助け合い国保の心
■平成20年5月分療養給付費等の状況です。

一 般 198,030,525 円
退 職 8,210,114 円
後期高齢者支援金 42,950,000 円
介 護 納 付 金 17,955,000 円
合 計 267,145,639 円
国保1人あたり平均 21,976 円
　この金額は、国民健康保険に加入してい
る皆さんが医療機関等で診療したものに対
し、市（国保）が支払った医療費です。
■負担内訳です。（一般分）

医 療 費 総 額 270,047,190 円
市（
国
保
）負
担

療 養 給 付 費 198,030,525 円
高 額 療 養 費 21,442,161 円
他 法 負 担 7,838,634 円

本 人 負 担 42,735,870 円
医療費総額の約 84.2％を市（国保）が負担しています。

　

国
民
健
康
保
険
制
度
及
び
長
寿
（
後

期
高
齢
者
）
医
療
制
度
で
は
、
標
準
負

担
額（
入
院
時
食
事
代
の
一
部
負
担
金
）

や
入
院
時
一
部
負
担
金
を
減
額
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
す
で
に
減
額
認
定
を
受
け
て

い
る
方
も
、
現
在
お
持
ち
の
減
額
認
定

証
の
有
効
期
限
が
平
成
20
年
７
月
31
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
入
院
を

さ
れ
て
引
き
続
き
認
定
の
必
要
な
方

は
、
下
記
に
よ
り
再
申
請
を
さ
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
20
年
８
月
29
日
（
金
）
ま
で
に

再
申
請
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
８
月

診
療
分
か
ら
の
標
準
負

担
額
と
入
院
時
一
部
負

担
金
は
減
額
さ
れ
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
早
め

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

●
健
康
保
険
証　

●
印
鑑

●
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

（
現
在
、
認
定
を
受
け
て
い
る
方
の
み
）

■
受
付
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ
先

●
本
庁
保
健
課
国
民
健
康
保
険
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
２
３
）

●
松
山
支
所
福
祉
課
保
健
係

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
２
７
３
）

●
志
布
志
支
所
福
祉
課
保
健
係

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
０
８
）

「特定健康診査」の申込希望者の方は、市役所国保係に申し込みください。

年
金
情
報

■Pension information

市
役
所
　
　

  

４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
１
１
６
）

志
布
志
支
所  

４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
２
２
３
）

松
山
支
所
　

  

４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
２
２
４
）
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市 営 住 宅 空 き 家 情 報
　市では、市営住宅の入居者募集を随時行っています。
■住宅名　松山団地
　253 号室　単身者向け・特賃住宅　2DK　家賃 20000 円
　（2階建ての 2階です）
　255 号室　単身者向け・特賃住宅　2DK　家賃 20000 円
　（2階建ての 1階です）
　※どちらも所得制限があります。
■問い合わせ・申込先
　市役所建設課管理係　　　℡ 474-1111（内線 467）
　松山支所建設課管理係　　℡ 487-2111（内線 253）
　志布志支所建設課管理係　℡ 472-1111（内線 401）

国民宿舎ボルべリアダグリの

温泉名称を募集します !
　国民宿舎の温泉は、現在まで、特に愛称等がありませ
んでしたが、この度、末永く親しんでいたただける愛称
を皆さまから広く募集します。
　ボルべリアダグリにハガキにて応募もしくはボルべリ
アダグリ内の温泉受付カウンターにて直接応募ください。
■募集期間　9月 30 日（火）まで
※賞品等もありますので、皆様のご応募をお待ちしています。
■問い合わせ先　国民宿舎ボルべリアダグリ　℡ 472-1478

交通安全協会らかのお知らせ
　6月 1日から乗車用ヘルメットに関する規定
が変りました。児童・幼児（13 歳未満の者）を
保護する責任のある者は、児童・幼児を自転車
に乗車させるときは、乗車用ヘルメットをかぶ
らせるよう努めなければなりません。

■問い合わせ先

　　交通安全協会

　　℡ 472-4507
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10
月
1
日
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料

の
免
除
基
準
が
変
わ
り
ま
す

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
障
害
の
あ
る

方
を
対
象
と
し
た
免
除
基
準
が
、
次
の

と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

全
額
免
除

半
額
免
除

身体障害者
世
帯
の
中
に
身

体
障
害
者
手
帳

を
お
持
ち
の
方

が
お
り
、
世
帯

全
員
が
市
民
税

非
課
税

世
帯
主
が

●
視
覚
・
聴
覚

　

障
害
者

●
１
～
２
級
の

　

身
体
障
害
者

　

手
帳
を
お
持

　

ち
の
方

知的障害者
世
帯
の
中
に
療

育
手
帳
を
お
持

ち
の
方
が
お

り
、
世
帯
全
員

が
市
民
税
非
課

税
（
重
度
以
外

も
対
象
）

世
帯
主
が
Ａ
１

～
Ａ
２
の
療
育

手
帳
を
お
持
ち

の
方

精神障害者
世
帯
の
中
に
精

神
障
害
者
手
帳

を
お
持
ち
の
方

が
お
り
、
世
帯

全
員
が
市
民
税

非
課
税

世
帯
主
が
１
級

の
精
神
障
害
者

手
帳
を
お
持
ち

の
方

　

こ
の
た
め
、
市
で
は
平
成
20
年
8
月

か
ら
事
前
受
付
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

申
請
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１　

市
役
所
福
祉
課
窓
口
に
て
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
は
申
請
さ
れ
る
方
の
印
鑑
と
、

本
人
を
証
明
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許

証
や
保
険
証
な
ど
）
が
必
要
で
す
。

２　

証
明
を
受
け
た
申
請
書
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ

に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

３　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
内
容
が
確
認
さ
れ
、
折

り
返
し
「
受
理
通
知
書
」
が
郵
送
さ
れ

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
無
料
電
話
）

　

℡
０
１
２
０
ー
１
５
１
５
１
５

（
月
～
金
は
９
時
～
22
時
、土
日
祝
日
は
20
時
ま
で
）

●
市
役
所
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
６
０
）

●
志
布
志
支
所
福
祉
課
福
祉
係

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
０
３
）

●
松
山
支
所
福
祉
課
福
祉
係

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
２
７
２
）

志
布
志
歴
史
観
光
ガ
イ
ド

養
成
講
座
受
講
生
募
集
！

　

教
育
委
員
会
で
は
、
志
布
志
の
自
然

と
歴
史
・
文
化
に
愛
着
と
誇
り
を
感
じ
、

そ
の
魅
力
を
来
訪
者
に
紹
介
す
る
こ
と

を
喜
び
と
で
き
る
意
欲
的
な
方
に
、
歴

史
観
光
ガ
イ
ド
と
し
て
の
、
基
礎
的
知

識
の
学
習
の
場
と
実
践
的
な
現
地
実
習

の
機
会
を
用
意
す
る
こ
に
よ
っ
て
、
一

定
水
準
の
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
ガ
イ
ド

を
養
成
す
る
た
め
に
、『
歴
史
観
光
ガ

イ
ド
養
成
講
座
』
を
開
講
し
ま
す
。

■
講
座
名

　

志
布
志
歴
史
観
光
ガ
イ
ド
養
成
講
座

■
対
象
者

　

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方
で
、
初

級
講
座
と
認
定
講
座
の
2
年
間
継
続
受

講
で
き
る
方
。

■
講
座
期
間
（
月
２
回
）

　

平
成
20
年
9
月
～
平
成
21
年
11
月

■
講
座
場
所

　

志
布
志
市
役
所
志
布
志
支
所

■
募
集
期
間

　

８
月
15
日
（
金
）
～
９
月
１
日
（
月
）

■
募
集
定
員　

20
人

■
申
込
方
法　

申
込
場
所
に
用
意
し
て

あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

直
接
あ
る
い
は
郵
送
に
て
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
受
講
費
用　

受
講
料
は
無
料
で
す
。

た
だ
し
、
視
察
研
修
の
経
費
は
、
個
人

負
担
と
し
ま
す
。（
昼
食
代
等
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

●
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
文
化
財
管
理
室

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
３
４
０
）

●
有
明
教
育
支
所
教
育
分
室

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
６
１
）

●
松
山
教
育
支
所
教
育
分
室

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
２
６
１
）

や
っ
ち
く
松
山
藩
よ
り
絵
画
・

作
文
を
募
集
し
ま
す

　

秋
の
陣
ま
つ
り
（
11
月
８
日
、９
日
）

開
催
に
む
け
て
絵
画
・
作
文
を
募
集

し
ま
す
。
各
種
賞
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
な
お
、
絵

画
、作
文
両
方
へ
の
応
募
も
可
能
で
す
。

皆
様
か
ら
の
個
性
に
溢
れ
た
作
品
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
絵
画
部
門

●
テ
ー
マ

　

①
秋
の
陣
ま
つ
り

　

②
大
隅
の
國
や
っ
ち
く
松
山
藩

　

③
野
菜
と
畜
産

　

④
志
布
志
の
い
い
と
こ
ろ

　

⑤
志
布
志
市
の
未
来

●
サ
イ
ズ　

Ｂ
４
ま
た
は
８
切
り

●
応
募
資
格

　

市
在
住
の
方
で
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

●
応
募
締
切　

９
月
12
日
（
必
着
）

●
応
募
方
法

　

一
人
一
作
品
で
、
作
品
の
裏
面
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
（
児
童
、

学
生
は
学
校
名
、
学
年
）
を
明
記
の
上

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
作
文
部
門

　

作
文
の
募
集
は
や
っ
ち
く
松
山
藩
の

開
藩
20
周
年
を
記
念
し
た
特
別
企
画
で

す
。

●
テ
ー
マ

　

秋
の
陣
ま
つ
り
で
の
思
い
出
、
や
っ

ち
く
松
山
藩
、
志
布
志
市
に
つ
い
て
な

ど
に
関
す
る
内
容
で
あ
れ
ば
何
で
も
Ｏ

Ｋ
で
す
。

　

な
お
、
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
１
～

３
枚
ま
で
と
い
た
し
ま
す
。

●
応
募
資
格

　

市
在
住
の
方
で
年
齢
は
問
い
ま
せ

ん
。

●
応
募
締
切　

９
月
12
日
（
必
着
）

●
応
募
方
法

　

一
人
一
作
品
で
、
原
稿
用
紙
表
題
部

に
題
名
、住
所（
児
童
、学
生
は
学
校
名
、

学
年
）、
氏
名
を
、
裏
面
に
は
電
話
番

号
を
明
記
の
上
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
作
品
の
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

●
や
っ
ち
く
む
ら
お
こ
し
実
行
委
員
会

　
　
　

事
務
局　

絵
画
・
作
文
募
集
係

　

〒
８
９
９―

７
６
０
１

　
　

志
布
志
市
松
山
町
新
橋
２
６
８

　

℡
４
８
７―

２
１
１
１
（
末
原
）

平
成
20
年
度
森
林
づ
く
り

推
進
員
を
委
嘱
し
ま
し
た

　

推
進
員
は
市
の
委
嘱
を
受
け
て
、
森

林
所
有
者
を
訪
問
し
、
適
切
な
除
・
間

伐
が
集
団
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
推
進

し
ま
す
。

　

除
・
間
伐
を
実
施
し
た
い
方
は
、
各

地
区
の
森
林
づ
く
り
推
進
員
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

あ
な
た
の
実
施
す
る
森
林
の
除
・
間

伐
が
災
害
の
防
止
や
地
球
温
暖
化
防
止

に
貢
献
し
ま
す
。

松山地区

新村　善次

大迫　一郎

谷口　泉

金子　繁蔵

山口　益雄

志布志地区

荒平　義雄

谷宮　誠實

坂口　三秋

久見　義彦

山下　千尋

有明地区

木屋　武久

寳永　九

宮原　一也

堀口　栄次

西元　三郎

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
耕
地
林
務
水
産
課
林
務
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
２
４
）

畑
地
か
ん
が
い
事
業
の
お
知
ら
せ

■
通
水
区
域
に
つ
い
て　

　

曽
於
南
部
地
区
（
有
明
町
）
で
は
、

19
年
度
よ
り
通
水
が
始
ま
り
順
次
区
域

が
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

　集　落　名
清水、山重、芝用、野神鍋、田淵、山重鍋、沢
津ヶ峯、中野、稲荷下、岩屋、頭方限、中方限、
下方限、東原東、東原中、東原西、供養松、下
宇都鼻、中須、高井田、東下、平山、元平山、
西上馬場、西馬場、下馬場、西大久保、大久保、
東大久保、片平、普現堂、上普現堂、西普現堂

仮屋、猜ヶ宇都、小松、牧ノ内、豊原、伊崎田鍋、
供養松、岩屋、岩瀬戸、立本、下宇都鼻、高井田、
東原西、西中組、下方限、宮下、草野

通 水 年 度

〔通水済〕
平成 19 年度

〔通水予定〕
平成 20 年度

　

同
じ
集
落
内
で
も
、
支
線
水
路
（
水

系
）
が
違
う
場
合
、
年
度
が
異
な
り
ま

す
。
ま
た
、
通
水
年
度
は
事
業
の
進
捗

状
況
に
よ
り
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
曽
於
東
部
地
区
（
松
山
町
及

び
志
布
志
町
）
で
は
、
全
面
通
水
し
て

お
り
ま
す
が
、
給
水
栓
設
置
の
終
わ
っ

て
い
な
い
団
地
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今

年
度
の
設
置
予
定
に
つ
い
て
は
９
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
事
業
費
の
負
担
に
つ
い
て

　

県
営
事
業
が
終
了
し
ま
す
と
、
散
水

器
具
の
設
置
に
つ
い
て
は
補
助
が
な
く

な
り
、
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

散
水
器
具
の
必
要
な
方
は
、
曽
於
東

部
地
区
が
23
年
度
、
曽
於
南
部
地
区
が

25
年
度
で
県
営
事
業
が
終
了
し
ま
す
の

で
、
終
了
年
度
の
１
年
前
ま
で
に
申
し

込
ま
な
い
と
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

散
水
器
具
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
申

込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
次
の
機

関
に
お
気
軽
に
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
曽
於
南
部
土
地
改
良
区　
　
　
　
　

　

℡
４
７
１
ー
０
１
７
１

●
曽
於
東
部
土
地
改
良
区

　

℡
（
０
９
８
６
）
７
６
ー
７
９
６
４

●
市
役
所
農
政
課
畑
か
ん
推
進
室 　

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
１
０
）

●
曽
於
畑
地
か
ん
が
い
農
業
推
進
セ
ン
タ
ー

　

℡
４
８
２
ー
２
５
４
７

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
感
染
症
の

予
防
に
つ
い
て

■
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
感
染
症
と
は
？

　

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
感
染
症
は
ベ
ロ

毒
素
と
い
う
毒
素
を
だ
す
大
腸
菌
に
よ

る
感
染
症
で
す
。

　

無
症
状
や
軽
症
で
終
わ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
が
，
主
に
水
様
の
下
痢
，
激
し

い
腹
痛
、
血
便
、
嘔
吐
や
38
℃
台
の
発

熱
等
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。
中
に
は
溶

血
性
尿
毒
症
症
候
群
（
Ｈ
Ｕ
Ｓ
）
を
ひ

き
お
こ
し
、
小
児
や
高
齢
者
で
は
致
命

症
と
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

感
染
か
ら
発
病
ま
で
の
潜
伏
期
間
は

お
お
よ
そ
3
～
5
日
で
す
。

■
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
感
染
症
を
防
ぐ
に
は
？

●
食
材
は
よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

●
調
理
に
あ
た
っ
て
は
十
分
な
加
熱
を

　

行
い
ま
し
ょ
う
。

●
食
肉
を
生
の
ま
ま
食
べ
る
こ
と
は
控

　

え
ま
し
ょ
う
。

●
生
肉
な
ど
が
ふ
れ
た
ま
な
板
、包
丁
、

食
器
類
は
熱
湯
な
ど
で
十
分
消
毒
し
ま

し
ょ
う
。

●
調
理
し
た
食
品
は
早
め
に
食
べ
ま

　

し
ょ
う
。

●
井
戸
水
な
ど
の
生
水
は
、
必
ず
煮
沸

　

し
て
か
ら
飲
み
ま
し
ょ
う
。

●
帰
宅
時
、
調
理
前
、
調
理
中
、
食
事

　

前
、
用
便
後
は
手
洗
い
を
十
分
に
し

　

ま
し
よ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
市
役
所
保
健
課
保
健
対
策
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
６
７
）
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ダム

ＦＰ

ファームポンド

幹線水路 支線水路
給水栓

農家負担はありません

散水器具

スプリンクラー
等設置には農家
負担があります

事業費の約
２割を負担

夢しずく工房のオリジナルポストカードができました！
5 枚組 150 円。

※購入を希望される方は下記まで問い合わせください。
■問い合わせ先　市役所福祉課　℡ 474-1111（内線 173）



市役所本庁舎に売店ができました。切手や収入印紙等も販売しています。ご利用ください。（9:00 ～ 15:00 営業）閉庁日は休みです。

志布志市で【マラソン交流大会３Ｋ・５Ｋ・10Ｋ】
【第4回しぶしポートマラソン大会】

（３Ｋ・５Ｋ・10Ｋ・ハーフマラソン）

同時開催
されます

期　　日：平成２０年１０月２６日（日）
開催場所：志布志運動公園陸上競技場

■問い合わせ先　福祉課ねんりんピック推進係　℡ 099-474-1111（内線 175）35　市報しぶし■ 2008.8

まだ「特別慰労品」の請求をされていない皆様へ

　独立行政法人平和祈念事業特別基金では、恩給欠格者、
戦後強制抑留者、引揚者の「ご本人」に、『特別慰労品』
を贈呈しています（ご遺族の方は対象とはなりません）。「引
揚者」とは、終戦の日まで引き続き１年以上外地で生活し
ていて、戦後引き揚げてきた家族全員が対象です。
　請求書等は、本庁・志布志支所・松山支所の福祉課窓口
にあります。請求期限は平成 21 年３月 31 日までですので、
未請求の方はお早めの申請をお願いいたします。
　請求の資格要件等についての質問は下記お問い合わせ先
までお願いいたします。なお、請求に関する「お問い合わ
せ」や「ご相談」は無料です。
 お問い合わせ先　独立行政法人平和祈念事業特別基金
　　　　　　　　 無料電話０１２０－２３４－９３３

平成 20 年度　自衛官募集案内

■看護学生（陸上自衛隊）
　●資格　高卒（見込含）以上 24 歳未満の者
　●受付期間　9月 8日（月）～ 9月 30 日（火）
　●試験期日　1次 10 月 25 日（土）
　　　　　　　2次 11 月 22 日（土）・23 日（日）
　●俸給　159,500 円（ボーナス年 2回）
　３年時の 2月に看護師国家試験を受験。卒業後、自衛
隊病院などで勤務し、看護師免許取得により 2等陸曹へ
昇任する。
■防衛大学校（推薦）
　●資格　高卒（見込者）以上 21 歳未満の者
　●受付期間　9月 5日（金）～ 9月 9日（火）
　●試験期日　9月 27 日（土）・28 日（日）
■防衛大学校（一般）
　●資格　高卒（見込者）以上 21 歳未満の者
　●受付期間　9月 8日（月）～ 9月 30 日（火）
　●試験期日　1次 11 月 15 日（土）・16 日（日）
　　　　　　　2次 12 月 16 日（火）～ 20 日（土）
■防衛医科大学校
　●資格　高卒（見込者）以上 21 歳未満の者
　●受付期間　9月 8日（月）～ 9月 30 日（火）
　●試験期日　1次 11 月 1日（土）・2日（日）
　　　　　　　2次 12 月 3日（水）～ 5日（金）
　問い合わせ　自衛隊大隅地域事務所　℡ 482-1405
　自衛隊相談員	 和田菊美　℡ 472-2071
　熊谷恭一　℡ 472-3889	 中山勝　　℡ 474-0683
　牧トシ　　℡ 475-1068	 平原茂男　℡ 487-8164

和風交流会～香港青年と和を楽しむ～
「英語で学ぶ鹿児島の歴史と文化」
新任 ALT（外国語指導助手）対象の講座を一般公開します。
日本や鹿児島の歴史、文化について英語で学びましょう！
■日時　8月 21 日（木）15:00 ～ 17:00
■場所　カピックセンター
■講師　酒瀬川純行氏（志学館大学人間関係学部教授）
■参加費　無料
■応募方法　電話、Fax、E-mail で下記まで申し込み
■申し込み期限　８月 20 日（水）　■定員　30 人（先着順）
 申し込み・問い合わせ﨑
　カピックセンター（アジア太平洋農村研修センター）
　℡ 0994-45-3288　Fax 0994-45-3258
　E-mail：kapic111@po3.synapse.ne.jp

８月は人権同和問題啓発強調月間です。

　8月 1日から 31 日までの 1か月間は「人権同和問題啓
発強調月間」です。
　私たちの社会には、さまざまな人権問題があります。
　人権問題を解決するためには、お互いの人権が尊重され、
偏見や差別のない社会の実現に向けて努力を重ねていくこ
とが大切です。この機会に、皆さんも身近なことから人権
を考えてみませんか。
■鹿児島県の主な啓発活動
　●じんけんフェスタ 2008 開催（8月 16 日 鹿屋市文化
　　会館 内容 トーク＆コンサート、映画上映）
　●テレビ、ラジオ、新聞による広報
　●ラッピングバス（バス車体広告）の運行
 問い合わせ先　鹿児島県人権同和対策課　℡ 099-286-2574
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平成 20 年度生涯学習県民大学   しぶし情報講座

　パソコン初心者を対象とした講座です。デジタルアルバ
ムや簡単な文書、年賀状などのデジタル作品をつくり、パ
ソコンの活用について学びます。受講料は無料です。
■対象者　鹿児島県内に在住する一般成人で、パソコンの
　　　　　初心者（定員 15 人）
■実施場所　鹿児島県立志布志高等学校 CALL 教室
■実施日および内容　9月～11月の下記の期日（2時間×10回）
回 実施期日 時　間 主な内容主な内容
1 9 月 30 日 18:00 ～ 20:00 開講式・パソコン基礎
2 10 月 6 日 18:00 ～ 20:00 パソコン基礎・インターネット
3 10 月 14 日 10:00 ～ 12:00 パソコンの活用について
4 10 月 20 日 18:00 ～ 20:00 デジカメ写真の活用

①（撮影）②（レタッチ）
③（簡易アルバム）

5 10 月 27 日 10:00 ～ 12:00
6 10 月 31 日 18:00 ～ 20:00
7 11 月 10 日 10:00 ～ 12:00 文書作成ソフト

①（作成）②（デザイン）
③（はがき）

8 11 月 14 日 10:00 ～ 12:00
9 11 月 21 日 18:00 ～ 20:00

10 11 月 28 日 18:00 ～ 20:00 まとめ・閉講式
※期日・時間は都合により変更になることもあります。
※全体の7割以上出席の方には「卒業証書」が授与されます。
■申し込み方法　往復はがきに必要事項を記入して、9月
　5日までに、申し込み先まで郵送してください。（必着）
●往信用はがき　「しぶし情報講座受講希望」と記入し、　
　　　　　　　　氏名・年齢・性別住所・電話番号を明記
●復信用はがき　宛名を記入
 申し込み・問い合わせ先　志布志高等学校　県民大学講座係
　899-7104　志布志市志布志町安楽 178　℡ 472-0200

全国一斉「子どもの人権 110 番」強化週間

　子どもをめぐる様々な人権問題に積極的に取り組むこと
を目的として、専用相談電話「子どもの人権 110 番」の
強化週間を実施します。
■実施期間　9月 8日（月）～ 14 日（日）
　　　　　　平日 8:30 ～ 19:00　土・日　10:00 ～ 17 時
■電話番号　子どもの人権 110 番　0120-007-110
　　　　　　※ IP 電話からは℡ 099-259-7830 です。
 問い合わせ　地方法務局人権擁護課　℡ 099-259-0684
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８月
９月

17日 陽春堂内科診療所（内科） ℡472-5511
  山下クリニック（内・外科、整、脳、理） ℡487-9001
24日 はまさき耳鼻咽喉科（耳鼻咽喉科） ℡473-3387
  藤後クリニック（内科） ℡472-1237
31日 みやしたひふ科（皮膚科） ℡478-0370
  びろうの樹整形外科（整形・内科） ℡471-6611
７日 山口内科（内科） ℡473-1188
  山下クリニック（内・外科、整、脳、理） ℡487-9001
14日 東郷クリニック（産婦人科） ℡473-1035
  ひろた小児科（小児科） ℡471-6111
15日 大山病院（内科） ℡472-1400
  みやしたひふ科（皮膚科） ℡478-0370
21日 井手小児科（小児科） ℡473-3211
  びろうの樹整形外科（整形・内科） ℡471-6611

8月・9月 休日在宅医診療

※夜間に病気や怪我で困ったときは「曽於郡
医師会夜間急病センター（曽於郡医師会立病院
内)」までお問い合わせください。（℡482-5899）

※都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機
関は、電話でのテープ案内（℡0986-23-5555）
を行っていますのでご活用ください。

8月

9月

■松山地区　
８ 月	 今井水道	 	 ℡ 487-8868

13 日	 イケダ	 	 ℡ 487-8771
14 日	 加世田建設	 	 ℡ 487-2057
15 日	 佐藤建設	 	 ℡ 487-2049

９ 月	 大迫建設	 	 ℡ 487-2058
■志布志地区
８ 月 12 日～８ 月 13 日	 山本組	 ℡ 472-1101
８ 月 14 日	 	 高吉組	 ℡ 472-0721
８ 月 15 日	 	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
８ 月 16 日	 	 崎田建設	 ℡ 473-0050
８ 月 17 日～８ 月 25 日	 山本組	 ℡ 472-1101
８ 月 26 日～９ 月 １ 日	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
９ 月 ２ 日～９ 月 ８ 日	 高吉組	 ℡ 472-0721
９ 月 ９ 日～９ 月 15 日	 崎田建設	 ℡ 473-0050
９ 月 16 日～９ 月 22 日	 志布志水道	 ℡ 472-3540
■有明地区
８ 月 10 日～８ 月 12 日	 山中水道建設	 ℡ 474-1440
８ 月 13 日	 	 有徳設備工業	 ℡ 475-1596
８ 月 14 日	 	 郡山工業	 ℡ 475-0008
８ 月 15 日	 	 西江建設	 ℡ 474-2113
８ 月 16 日	 	 山中水道建設	 ℡ 474-1440
８ 月 17 日～８ 月 23 日	 有徳設備工業	 ℡ 475-1596
８ 月 24 日～８ 月 30 日	 郡山工業	 ℡ 475-0008
８ 月 31 日～９ 月 ６ 日	 西江建設	 ℡ 474-2113
９ 月 ７ 日～９ 月 13 日	 山中水道建設	 ℡ 474-1440
９ 月 14 日～９ 月 20 日	 有徳設備工業	 ℡ 475-1596

基本料金だけの水道利用者の皆様へ
　水道料金は、水道メーター器が取り付けてあるだけで、
基本料金が発生します。休止の手続きをされますと、水
道料金は発生しませんので休止の手続きをお勧めします。
又、休止されていた水道を使用される場合は、1000 円で
開始できますので便利な休止制度をご利用ください。

水道修繕当番店



志布志市くらしのカレンダー

母子手帳交付（9:30～12:00松山支所福祉課窓口）
女性検診※１

3歳児健康診査（13:00～13:30受付健康ふれあいプラザ）

ボランティアまつり（9:00～12:00 健康ふれあいプラザ）

心配ごと相談所（10:00～15:00 老人福祉センター松山）

母子手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）

女性支援相談（13:00～17:00 有明改善センター）
心配ごと相談所（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

29

8/13 心配ごと相談所（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

14

30

31

15

生産者球技大会（8:30～ 城山総合公園多目広場）

9/1

16

2

17

肺がん検診（有明地区）※１

3

18

三種混合予防接種（13:30～13:50受付 有明改善センター）
4

5

(金)

心配ごと相談所（10:00～15:00 市民センター有明）

両親学級（9:30～9:40受付 市子育て支援センター）

掘り出し物市（10:00～ そおリサイクルセンター）

心配ごと相談所（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
乳児健康診査/BCG予防接種
（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
母子手帳交付（9:30～12:00 松山支所福祉課窓口）

6

(土)

7

(日)

8

(月)

9

(火)

10

1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 健康ふれあいプラザ）
育児相談（10:30～12:00 健康ふれあいプラザ）

11

12 創年市民大学「東川隆太郎」（22頁参照）

創年市民大学「東川隆太郎のまち歩き」（22頁参照）13

肺がん検診（有明地区）※１

法律相談（13:00～15:00 志布志支所5F会議室）
心配ごと相談所（10:00～15:00 老人福祉センター松山）

1歳6か月健康診査/麻疹風疹混合予防接種
　　　　（13:00～13:30受付健康ふれあいプラザ）　

19

(水)

肺がん検診（有明地区）※１

女性支援相談（13:00～17:00 有明改善センター）
心配ごと相談所（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
心配ごと相談所（10:00～15:00 市民センター有明）

母子手帳交付（13:30～16:30本庁保健課窓口）
育児学級（9:30～10:00健康ふれあいプラザ）
育児相談（10：30～12：00健康ふれあいプラザ）

20

(木)

肺がん検診（有明地区）※１

行政相談（13:00～16:00 志布志支所5F会議室）
年金移動相談所（10:00～15:00 老人福祉センター松山）

2歳児歯科健康診査（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

21

(金)

肺がん検診（有明地区）※１
三種混合予防接種（13:30～14:00受付アピア2階ホール）
育児学級（9:30～10:00受付 やっちくふれあいセンター）
育児相談（10:30～12:00 やっちくふれあいセンター）

22

(土)

第29回肝属・曽於地区学童水泳記録大会
　　　　　　　　　　　（鹿屋市中央公園プール）

23

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(日)

24

女性検診※１
松山地区水稲航空防除（6:00～ 泰野・尾野見）25

女性検診※１
松山地区水稲航空防除（6:00～ 新橋）
創年市民大学公開講座「大野勝彦」（22頁参照）

育児学級（9:30～10:00受付 宇都鼻研修センター）
育児相談（10:30～12:00 宇都鼻研修センター）

26

女性検診※１
心配ごと相談所（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

母子手帳交付（9:30～12:00 松山支所福祉課窓口）

27

28 女性検診※１

　　　志布志支所での母子手帳交付は毎週月曜日の午前中に福祉課窓口で行います。
※１　場所時間の詳細は対象者に配布される受診票をご覧になるか、本庁保健対策係にお問合せください。

日曜当番医は36ページに掲載しています

(水)

(木)

(金)

(土)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

編集・発行　志布志市役所総務課　〒 899-7492　鹿児島県志布志市有明町野井倉 1756 番地
℡ 099-474-1111　Fax 099-474-2281　E-mail=info@city.shibushi.lg.jp　URL=http://www.city.shibushi.lg.jp
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月
の
行
事
予
定

げ
ん
き
市
（
昭
和
通
付
近
）

　

毎
週
土
・
日
曜
日
（
９
時
～
15
時
）

花
野
果
市
（
田
之
浦
ふ
る
さ
と
交
流
館
）

　

８
月
24
日
（
９
時
～
12
時
）

戌
の
市
（
宝
満
寺
跡
）

　

８
月
14
日
、
26
日
、
９
月
７
日
、
19
日

駅
通
り
会
土
曜
朝
市
（
ア
ピ
ア
前
駐
車
場
）

　

毎
月
第
１
、第
３
土
曜
日（
７
時
～
11
時
）

そ
ば
処
ち
ん
た
ら
庵（
山
重
芝
用
国
道
沿
）

　

毎
週
日
曜
日
（
11
時
～
14
時
）

掘
り
出
し
物
市
（
そ
お
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
）

　

９
月
８
日
（
10
時
～
）

【
市

報
し

ぶ
し

設
置

一
覧（

順
不

同
）】  市

役
所

本
庁・市

役
所

各
支

所・市
文

化
会

館
・図

書
館・公

民
館・ボ

ル
べ

リ
ア

ダ
グ

リ・蓬
の

郷・健
康

ふ
れ

あ
い

プ
ラ

ザ・蓬
原

郵
便

局
・

有
明

郵
便

局
・

鹿
児

島
銀

行
志

布
志

支
店

・
鹿

児
島

銀
行

有
明

出
張

所

・
エ

プ
ロ

ン
ロ

ー
ド

・
ハ

ー
テ

ィ
ー

志
布

志
店

・
ニ

シ
ム

タ
志

布
志

店
・

ホ
ー

ム
マ

ン
北

山
・

ス
ー

パ
ー

ぬ
き

ざ
こ

N
ukk店

・
Ａ

コ
ー

プ
あ

お
ぞ

ら
店

・
ア

イ
シ

ョ
ッ

プ
JA有

明
西

部
店

・あ
お

ぞ
ら

一
丁

目・ア
イ

シ
ョ

ッ
プ

安
藤・ア

イ
シ

ョ
ッ

プ
伊

﨑
田・サ

ン
ポ

ー
ト

し
ぶ

し
ア

ピ
ア・道

の
駅『

松
山（

村
留

ダ
チ

ョ
ウ

牧
場

）』・さ
ん

ふ
ら

わ
あ

待
合

室・
タ

イ
ヨ

ー
志

布
志

店・サ
ン

キ
ュ

ー
西

志
布

志
店・ア

イ
シ

ョ
ッ

プ
志

布
志

北
店


